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S
u
r
v
e
y
は
じ
め
に
　
大
学
生
の
類
型
把
握
に
向
け
て
　
学
生
ら
し
さ
は
学
問
を
追
及
す
る
姿
勢
に
表
れ
る
か
と
言
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
聞
か
れ
れ
ば
規
範
的
に
そ
う
答
え
る
か
も
し
れ
な
い
し
，
中
に
は
そ
う
い
っ
た
志
を
持
っ
た
「
伝
統
的
学
生
」
］
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
溝
上
慎
一
が
述
べ
る
よ
う
に
，
学
業
の
出
来
不
出
来
が
自
己
評
価
と
強
く
結
び
付
い
て
お
り
，
少
な
く
と
も
学
業
に
取
り
組
め
て
い
る
こ
と
が
大
学
生
と
し
て
の
拠
り
所
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
普
段
の
学
生
の
様
子
を
見
て
（
そ
れ
は
見
え
る
部
分
し
か
，
あ
る
い
は
見
た
い
部
分
し
か
見
て
い
な
い
と
し
て
も
）
，
学
生
に
と
っ
て
学
業
が
一
番
大
切
な
の
だ
と
実
感
で
き
る
関
係
者
は
，
幸
せ
だ
と
思
え
る
。
学
生
は
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
，
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
，
恋
愛
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
趣
味
に
忙
し
い
。
あ
る
い
は
無
気
力
で
あ
る
こ
と
，
ま
っ
た
り
と
し
て
い
る
こ
と
，
の
ん
び
り
，
う
だ
う
だ
し
て
い
る
こ
と
に
忙
し
い
。
大
学
が
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
期
間
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
，
こ
れ
ら
は
す
べ
て
正
統
に
大
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
行
為
に
他
な
ら
な
い
。
　
結
局
何
を
持
っ
て
「
学
生
ら
し
い
」
と
す
る
の
か
，
学
生
固
有
の
文
化
（
「
学
生
文
化
］
）
は
何
な
の
か
は
，
一
言
で
は
語
り
が
た
い
。
た
と
え
ば
武
内
清
は
，
1
9
9
7
年
に
1
9
の
大
挙
を
対
象
と
し
た
調
査
で
，
「
「
友
人
と
の
交
友
」
「
学
業
・
勉
強
」
「
趣
味
」
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
「
異
性
（
恋
人
）
と
の
交
際
」
「
サ
ー
ク
ル
活
動
」
「
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
」
の
七
つ
の
分
野
の
活
動
が
あ
り
，
そ
の
相
関
が
低
く
，
独
立
し
た
分
野
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
」
と
し
，
多
様
な
学
生
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
“
。
ま
た
新
村
：
）
は
，
伝
統
的
学
生
に
対
し
て
増
加
し
て
い
る
学
生
像
と
し
て
，
1
）
資
格
取
得
型
（
語
学
検
定
や
将
来
の
就
職
ば
か
り
を
目
指
す
タ
イ
プ
）
，
2
）
学
生
生
活
を
楽
し
み
た
い
型
（
部
活
・
サ
ー
ク
ル
，
ア
ル
バ
イ
ト
志
向
の
タ
イ
プ
）
，
3
）
無
冒
的
・
無
計
画
型
（
そ
の
日
暮
ら
し
の
タ
イ
プ
）
を
あ
げ
る
。
　
こ
の
他
大
学
生
に
限
ら
ず
若
者
を
対
象
に
す
れ
ば
，
類
型
論
は
無
数
に
存
在
す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
「
ガ
リ
勉
」
と
「
ヤ
ン
キ
ー
」
は
古
典
的
な
両
極
端
と
し
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
走
’
。
そ
し
て
近
年
，
対
人
関
係
能
力
の
価
値
の
上
昇
に
伴
い
，
当
該
能
力
に
劣
る
と
さ
れ
る
「
オ
タ
ク
」
「
ひ
き
こ
も
り
」
や
「
脱
社
会
的
存
在
」
と
い
う
類
型
も
着
目
さ
れ
て
い
る
’
。
ま
た
「
自
分
探
し
」
は
両
義
的
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
が
，
「
個
性
」
や
「
心
」
が
重
視
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
社
会
に
お
い
て
，
近
年
で
は
そ
れ
を
持
た
な
い
弱
者
を
指
し
示
す
場
合
が
多
い
“
。
］2
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
引
　1
　
大
学
生
に
限
定
し
た
類
型
区
分
は
，
溝
上
慎
一
ら
の
研
究
が
あ
る
＼
〆
。
こ
こ
で
は
学
生
の
大
学
観
に
関
す
る
設
問
か
ら
5
つ
の
類
型
一
「
自
分
探
し
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
型
」
「
消
極
型
」
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
型
］
「
勉
強
重
視
型
」
「
積
極
型
」
を
得
て
い
る
。
溝
上
が
注
目
す
る
の
は
「
積
極
型
」
と
「
自
分
探
し
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
型
」
で
あ
る
。
両
類
型
と
も
大
学
に
「
出
会
い
」
や
「
自
分
探
し
」
の
場
所
を
見
出
す
の
は
同
じ
で
あ
る
が
，
そ
れ
に
加
え
て
「
積
極
型
」
は
勉
強
や
将
来
準
備
と
い
っ
た
実
利
的
な
こ
と
を
見
出
し
，
「
自
分
探
し
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
型
」
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
場
を
見
出
す
こ
と
に
違
い
が
あ
る
。
大
学
に
対
し
て
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
積
極
的
に
位
置
付
け
て
い
る
「
積
極
型
」
は
，
学
業
や
大
学
生
活
へ
の
満
足
度
も
高
く
，
将
来
へ
の
見
通
し
も
持
っ
て
い
る
。
一
方
「
自
分
探
し
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
型
」
は
総
じ
て
意
欲
が
低
い
。
「
自
分
探
し
」
に
つ
い
て
は
本
論
で
は
直
接
扱
っ
て
い
な
い
が
，
抽
象
的
な
意
識
を
持
っ
た
学
生
層
は
気
に
な
る
存
在
で
あ
る
。
　
本
論
の
目
的
は
，
現
代
の
学
生
が
い
か
な
る
性
向
を
持
ち
，
い
か
な
る
学
生
文
化
を
形
成
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
以
上
の
よ
う
な
類
型
論
と
比
較
し
な
が
ら
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
使
用
す
る
デ
ー
タ
は
鳥
取
大
学
地
域
学
部
・
地
域
教
育
科
学
部
生
を
対
象
と
し
て
，
2
0
0
4
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
学
生
へ
の
質
問
紙
調
査
の
第
3
回
（
2
0
0
6
年
4
月
）
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
第
3
回
は
、
地
域
学
部
1
～
3
年
（
・
各
学
年
定
員
1
9
0
人
）
と
教
育
地
域
科
学
部
4
年
（
定
員
1
6
0
人
）
全
員
を
対
称
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
調
査
は
，
も
と
も
と
教
育
地
域
科
学
部
か
ら
地
域
学
部
へ
の
改
組
（
教
員
養
成
課
程
の
廃
止
）
に
伴
う
学
生
の
変
容
と
，
地
域
学
部
に
お
け
る
教
育
の
評
価
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
調
査
対
象
が
鳥
取
大
学
地
域
学
部
生
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
鳥
取
大
学
自
体
が
一
地
方
都
市
の
県
下
唯
一
の
国
立
大
学
で
あ
る
こ
と
，
地
域
学
部
は
地
域
政
策
’
地
域
教
育
・
地
域
文
化
・
地
域
環
境
の
4
学
科
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
域
環
境
学
科
以
外
は
す
べ
て
文
系
の
学
科
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
「
地
域
学
」
と
い
う
新
し
い
学
問
領
域
を
冠
し
た
学
部
で
あ
る
こ
と
，
前
身
が
教
員
養
成
課
程
を
有
し
て
い
た
た
め
，
地
域
教
育
学
科
を
中
心
に
教
職
免
許
取
得
希
望
者
が
多
い
こ
と
，
な
ど
が
特
殊
性
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
限
定
付
き
で
は
あ
る
が
，
仮
説
的
な
提
起
を
含
め
て
次
章
以
降
，
各
共
同
研
究
者
に
よ
る
分
析
を
記
す
。
第
1
章
　
大
学
生
の
意
欲
か
ら
見
た
学
生
類
型
》
　
本
章
の
課
題
は
，
大
学
生
の
類
型
を
提
起
し
，
そ
の
概
要
を
記
す
こ
と
で
あ
る
。
図
1
－
1
は
1
4
項
目
に
対
し
て
，
「
あ
な
た
は
今
，
以
下
の
事
柄
を
ど
の
程
度
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
（
5
件
法
）
と
聞
い
た
回
答
の
割
合
で
あ
る
。
「
友
人
と
ふ
れ
あ
う
」
「
将
来
に
役
立
つ
資
格
を
と
る
」
で
「
そ
う
思
う
］
と
の
回
答
が
半
数
を
超
え
て
い
る
ほ
か
．
設
問
に
提
示
し
た
項
目
に
対
す
る
肯
定
的
な
回
答
が
冒
立
つ
。
　
先
の
質
問
を
用
い
，
S
P
S
S
に
よ
り
因
子
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
随
び
志
向
」
「
健
全
志
向
」
「
気
ま
ま
志
向
」
「
非
日
常
志
向
」
の
4
因
子
を
得
た
（
表
1
－
1
）
。
「
遊
び
志
向
」
と
「
健
全
志
1
剛
の
相
関
は
高
く
，
「
健
全
志
向
」
と
「
気
ま
ま
志
向
」
の
‡
目
関
は
低
い
。
ま
た
「
非
日
常
志
向
」
は
比
較
的
独
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
因
子
名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
負
荷
量
の
高
い
項
目
（
網
掛
け
部
分
）
の
設
問
に
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
性
向
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
「
健
全
志
向
」
に
つ
い
て
は
若
干
説
明
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
何
を
も
っ
て
「
健
全
］
と
す
る
か
は
当
然
な
が
ら
時
代
や
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
。
学
問
や
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
こ
と
が
「
健
全
」
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
ろ
う
が
，
比
較
的
教
員
や
社
会
の
成
員
に
よ
っ
て
許
容
（
推
奨
）
さ
れ
や
す
い
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
，
資
格
取
得
を
含
め
て
「
健
全
」
と
し
た
。
ま
た
第
1
因
子
の
「
遊
び
志
向
］
に
ア
ル
バ
イ
ト
が
入
っ
て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
が
学
費
や
生
活
費
の
た
め
で
あ
っ
た
り
，
や
り
が
い
を
求
め
て
行
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
第
3
章
で
検
討
）
が
．
意
識
の
上
で
は
消
費
生
活
や
趣
味
と
同
じ
因
子
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
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4
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で
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な
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日
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0
烏
2
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．
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・
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学
問
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人
と
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れ
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（
友
人
）
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ラ
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活
動
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す
る
（
ボ
ラ
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将
来
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と
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資
格
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ラ
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な
ん
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日
々
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ど
ほ
ど
に
や
っ
て
い
く
（
ほ
ど
ほ
ど
）
一
〇
．
0
7
4
0
．
0
1
］
一
〇
，
0
2
7
0
．
0
4
7
0
7
5
8
0
．
6
6
8
一
〇
．
0
0
8
0
．
0
5
8
留
学
す
る
（
留
学
）
い
ろ
い
ろ
な
所
に
旅
を
す
る
（
旅
）
0
．
0
0
3
0
、
2
5
2
0
．
0
8
0
－
0
．
0
0
8
0
、
0
2
3
0
．
0
0
2
◎
5
7
0
0
1
5
3
5
因
子
相
関
行
列
　
健
全
志
向
気
ま
ま
志
向
非
日
常
志
向
0
．
4
1
0
0
．
］
8
］
0
．
2
9
0
1
．
G
O
O
－
0
．
3
5
3
0
．
2
3
2
］
．
0
0
0
－
0
．
0
1
4
1
。
◎
G
O
ス
ク
リ
ー
プ
ロ
ッ
ト
に
よ
り
，
4
因
子
を
抽
出
（
固
有
値
も
1
．
0
以
上
）
。
因
子
抽
出
法
：
主
因
子
法
　
　
回
転
法
：
K
a
i
s
e
r
の
正
規
化
を
伴
う
プ
ロ
マ
ッ
ク
ス
法
最
終
ク
ラ
ス
タ
中
心
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
び
志
向
健
全
志
向
気
ま
ま
志
向
非
日
常
志
向
一
α
0
4
0
0
，
4
5
8
一
〇
．
6
1
1
弍
）
，
◎
1
8
ゲ
ン
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
．
9
2
4
α
5
4
8
0
．
］
9
2
0
，
6
4
5
一
〇
．
0
1
0
一
〇
．
7
3
8
0
，
9
4
1
一
〇
．
2
丁
6
一
〇
．
8
2
9
一
〇
．
3
8
9
一
〇
．
6
8
8
人
数
2
2
5
］
5
3
］
5
2
9
0
　　蓮
／　　］
ヨ
鱗
4
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
　
こ
こ
で
得
た
4
因
子
の
因
子
得
点
を
用
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
い
，
4
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
一
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
　
〈
マ
ジ
メ
〉
一
に
分
類
し
た
。
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
は
2
2
5
名
（
3
6
％
）
と
最
も
人
数
の
多
い
ク
ラ
ス
タ
ー
で
，
「
健
全
志
向
」
因
子
の
み
が
高
く
，
「
気
ま
ま
志
向
」
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
「
遊
び
志
向
」
「
健
全
志
向
」
「
非
日
常
志
向
」
の
3
因
子
の
得
点
が
高
く
，
何
に
で
も
興
味
を
示
し
，
や
る
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
タ
ー
と
考
え
ら
れ
る
（
1
5
3
名
，
2
5
％
）
。
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
そ
の
逆
で
，
「
気
ま
ま
志
向
」
だ
け
が
高
く
相
対
的
に
や
る
気
の
な
い
，
ま
っ
た
り
し
た
考
え
を
持
っ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
（
1
5
2
名
，
2
5
％
）
。
〈
マ
ジ
メ
〉
は
す
べ
て
の
因
子
で
低
い
得
点
な
の
で
あ
る
が
，
「
学
問
・
研
究
を
す
る
」
と
い
う
項
欝
に
関
し
て
だ
け
は
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
よ
り
も
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
る
割
合
が
高
い
。
「
健
全
志
向
」
に
含
ま
れ
る
他
の
項
目
の
影
響
で
，
「
健
全
志
向
」
は
低
く
な
っ
て
い
る
が
，
学
問
だ
け
に
は
情
熱
を
示
す
こ
と
か
ら
〈
マ
ジ
メ
〉
と
命
名
し
た
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
1
4
の
項
目
の
内
，
「
一
番
大
切
な
こ
と
」
は
と
聞
い
た
設
問
と
ク
ラ
ス
タ
ー
と
の
ク
ロ
ス
集
計
（
表
1
－
2
）
に
も
表
れ
て
い
る
。
　
一
番
大
切
な
こ
と
は
と
問
わ
れ
て
，
「
学
問
・
研
究
を
す
る
」
こ
と
と
答
え
る
の
は
〈
マ
ジ
メ
〉
が
4
9
％
と
最
も
高
く
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
が
4
4
％
，
〈
ゲ
ン
キ
〉
が
2
6
％
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
が
2
0
％
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
別
で
は
〈
ゲ
ン
キ
〉
に
「
友
人
と
ふ
れ
あ
う
」
（
2
2
％
）
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
に
「
趣
味
を
楽
し
む
j
（
1
0
％
）
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
隅
じ
1
4
項
目
を
用
い
て
「
一
番
幸
せ
な
こ
と
」
も
聞
い
て
い
る
（
表
1
－
3
）
。
大
切
な
こ
と
で
は
選
ば
れ
て
い
た
「
学
問
・
研
究
を
す
る
」
「
将
来
に
役
立
つ
資
格
を
と
る
」
が
ほ
と
ん
ど
選
ば
れ
な
く
な
り
，
代
わ
り
に
「
友
人
と
ふ
れ
あ
う
」
「
趣
味
を
楽
し
む
」
「
の
ん
び
り
す
る
」
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
比
較
的
目
立
つ
の
が
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
で
「
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
す
る
」
こ
と
を
選
び
，
〈
ゲ
ン
キ
〉
で
「
恋
愛
を
す
る
」
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
で
「
の
ん
び
り
す
る
」
，
〈
マ
ジ
メ
〉
で
「
趣
味
を
楽
し
む
」
こ
と
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
と
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
，
友
人
や
恋
人
と
か
か
わ
る
こ
と
を
幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
傾
向
が
強
く
，
相
対
的
に
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
と
〈
マ
ジ
メ
〉
は
そ
れ
を
好
ま
な
い
と
言
え
る
。
表
1
－
2
　
類
型
×
～
番
大
切
な
こ
と
（
％
）
学
問
資
格
　
　
　
の
ん
サ
ー
ク
ル
　
　
　
び
り
友
人
恋
愛
ボ
ラ
バ
イ
ト
消
費
趣
味
　
留
学
旅
ほ
ど
ﾙ
ど
日
々
ケ
ン
ゼ
ン
4
4
2
6
4
　
　
　
0
伯
1
1
o
0
1
　
　
　
0
2
　
　
　
0
0
ゲ
ン
キ
2
6
2
5
6
　
　
　
4
2
2
｛
］
1
0
3
，
　
　
3
3
　
　
　
4
1
テ
キ
ト
ウ
2
5
2
0
3
　
　
　
9
1
4
3
0
2
］
f
O
　
　
　
手
2
　
　
　
9
1
マ
ジ
メ
4
9
2
4
6
　
　
　
2
9
0
0
1
0
2
　
　
　
0
2
　
　
　
3
］
表
1
－
3
類
型
×
一
番
幸
せ
な
こ
と
（
％
）
学
問
　
資
格
サ
ー
兄
の
ん
び
　
　
　
　
友
人
　
り
恋
愛
ボ
ラ
バ
イ
ト
　
消
費
趣
味
　
留
学
旅
ほ
ど
ﾙ
ど
日
々
ケ
ン
ゼ
ン
2
0
1
4
1
2
3
0
］
2
0
0
3
2
3
0
4
0
0
ゲ
ン
キ
1
1
7
1
4
3
2
1
6
1
］
5
1
7
o
6
0
0
テ
キ
ト
ウ
1
｛
4
2
4
2
0
9
0
1
7
2
4
0
8
］
1
マ
ジ
メ
6
2
6
1
8
2
5
9
1
0
0
2
8
0
3
0
2
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
5
咋
　
　
㌧
2
3
．
■
拍
・
年
■
習
■
沼
3
5
■
■
・
年
■
国
■
．
1
・
■
國
・
年
■
■
i
ざ
國
題
・
・
冑
ケ
ン
ゼ
ン
ぐ
ゲ
ン
キ
懸
テ
キ
ト
ウ
ス
マ
ジ
メ
図
1
－
2
　
学
年
別
類
型
割
合
　
以
上
の
4
類
型
を
学
年
別
に
見
た
も
の
が
図
1
－
2
，
性
別
・
学
年
別
に
見
た
も
の
が
図
1
－
3
で
あ
る
。
図
1
－
2
か
ら
は
，
1
年
生
に
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
が
多
く
，
学
年
進
行
と
と
も
に
減
少
し
て
い
く
こ
と
，
そ
の
逆
に
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
　
〈
マ
ジ
メ
〉
が
学
年
進
行
と
と
も
に
増
加
し
て
い
く
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
た
だ
し
性
別
で
様
相
は
異
な
る
。
男
性
が
お
お
む
ね
上
記
の
よ
う
な
傾
向
を
示
す
の
に
対
し
，
女
性
は
3
・
4
年
で
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
～
般
に
男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
授
業
や
交
友
関
係
に
気
を
使
っ
て
い
る
が
，
こ
こ
で
も
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
女
｛
年
■
■
国
■
■
2
6
1
証
・
年
■
囲
■
　
4
・
み
国
騒
3
年
■
国
■
t
7
囲
躍
躍
4
年
■
書
■
■
1
3
国
［
霞
　
0
％
　
　
　
2
0
％
　
　
4
G
％
　
　
6
0
％
　
　
8
0
％
　
　
1
0
0
9
6
　
　
　
　
　
　
　
男
1
年
■
國
■
■
伎
■
驚
・
年
國
■
2
8
屡
國
鵬
3
年
■
囲
■
2
3
繊
駆
4
年
田
廿
4
稠
劃
團
麗
二
　
〇
％
　
　
　
2
0
％
　
　
4
0
％
　
　
6
0
9
6
　
　
8
0
％
　
　
1
0
0
％
■
ケ
ン
ゼ
ン
ゲ
ン
キ
掴
テ
キ
ト
ウ
餐
マ
ジ
メ
図
1
－
3
　
学
年
別
類
型
割
合
　
4
類
型
と
入
学
時
の
希
望
と
の
関
係
を
示
し
た
の
が
，
表
L
4
で
あ
る
。
第
1
希
望
の
者
の
比
率
は
類
型
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
な
い
が
，
い
わ
ゆ
る
不
本
意
入
学
（
「
と
り
あ
え
ず
受
験
し
た
が
，
あ
ま
り
入
学
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
）
は
ケ
ン
ゼ
ン
以
外
ほ
ぼ
3
割
に
上
っ
て
い
る
。
　
表
1
－
4
　
類
型
×
入
学
希
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
1
番
入
学
し
た
い
ﾆ
思
っ
て
い
た
入
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
w
部
・
学
科
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
り
あ
え
ず
受
験
し
た
が
，
あ
ま
9
入
w
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
そ
の
他
ケ
ン
ゼ
ン
3
0
5
0
毒
8
2
ゲ
ン
キ
2
8
4
2
1
テ
キ
ト
ウ
2
6
3
7
3
2
5
マ
ジ
メ
3
0
4
2
2
7
1
　
次
に
，
生
活
の
充
実
の
意
識
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
，
大
学
生
活
が
「
充
実
し
て
い
る
」
と
答
え
る
者
が
1
6
％
，
「
だ
い
た
い
充
実
し
て
い
る
」
と
答
え
る
者
が
6
3
％
お
り
，
合
わ
せ
て
7
9
％
が
肯
定
的
な
回
答
を
し
て
い
る
。
授
業
の
理
解
へ
の
肯
定
的
な
回
答
（
「
理
解
し
て
い
る
」
「
だ
い
た
い
理
解
し
て
い
る
」
）
は
7
2
％
，
授
業
の
満
足
に
つ
い
て
の
肯
定
的
な
回
答
（
「
満
足
し
て
い
る
」
「
だ
い
た
い
満
足
し
て
い
る
」
）
は
5
9
％
と
な
っ
て
い
る
。
授
業
の
意
味
に
つ
い
て
は
，
4
7
％
が
「
学
問
的
能
力
を
培
う
た
め
に
必
要
」
と
の
回
答
を
選
択
し
て
お
り
，
「
資
格
を
得
る
た
め
に
蒙
i
6
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史
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生
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）
i
i
藻 l
i
彩
必
要
」
（
2
3
％
）
，
「
卒
業
に
必
要
な
単
位
］
（
1
5
％
）
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
大
学
の
授
業
に
対
す
る
意
識
は
，
大
学
生
活
の
充
実
感
を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
授
業
に
対
し
て
肯
定
的
な
回
答
を
し
て
い
る
者
の
う
ち
，
生
活
が
充
実
し
て
い
る
と
答
え
る
割
合
は
9
2
％
で
あ
り
，
授
業
に
対
し
て
否
定
的
な
回
答
を
し
て
い
る
者
が
同
様
に
答
え
る
割
合
（
6
3
9
6
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
　
溝
上
は
学
業
が
以
前
も
今
も
学
生
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
，
類
型
別
に
見
て
も
「
あ
ま
り
充
実
し
て
い
な
い
」
と
答
え
る
の
は
学
業
へ
の
意
欲
が
低
い
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
が
多
い
（
表
1
－
5
）
。
さ
ら
に
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
授
業
の
理
解
も
低
く
（
表
1
－
6
）
，
満
足
も
し
て
い
な
い
（
表
1
－
7
）
。
ま
た
授
業
の
意
味
は
「
卒
業
に
必
要
な
単
位
」
と
捉
え
る
者
が
比
較
的
多
い
（
表
1
－
8
）
。
一
方
，
生
活
が
充
実
し
て
い
る
と
答
え
る
者
は
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
〈
ゲ
ン
キ
〉
が
多
い
。
と
り
わ
け
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
は
授
業
満
足
・
授
業
理
解
も
高
く
，
授
業
の
意
昧
に
つ
い
て
も
「
学
問
的
能
力
を
培
う
た
め
に
必
要
」
と
答
え
る
者
が
多
い
。
〈
マ
ジ
メ
〉
は
ほ
ぼ
中
間
的
な
意
識
を
示
し
て
い
る
が
，
授
業
を
資
格
取
得
に
意
味
づ
け
る
者
が
や
や
少
な
く
な
っ
て
い
る
（
表
1
－
8
）
。
　
　
　
　
表
1
－
5
　
類
型
×
生
活
充
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
充
実
し
て
い
る
だ
い
た
い
充
実
し
て
い
る
あ
ま
り
充
実
し
て
い
な
い
充
実
し
て
い
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
2
3
6
2
］
2
3
ゲ
ン
キ
2
0
6
4
1
5
1
テ
キ
ト
ウ
5
6
］
2
9
6
マ
ジ
メ
1
3
6
7
1
5
4
表
1
－
6
　
類
型
×
授
業
理
解
（
％
）
理
解
し
て
い
る
だ
い
た
い
理
解
し
て
い
る
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
理
解
し
て
い
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
］
0
6
9
2
0
1
ゲ
ン
キ
4
6
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
2
6
2
テ
キ
ト
ウ
2
6
2
3
2
5
マ
ジ
メ
4
6
8
2
4
4
表
1
－
7
　
類
型
×
授
業
満
足
（
9
6
）
満
足
し
て
い
る
だ
い
た
い
満
足
し
て
い
る
や
や
不
満
で
あ
る
不
満
で
あ
る
ケ
ン
ゼ
ン
3
6
］
2
9
6
ゲ
ン
キ
9
5
0
3
5
6
テ
キ
ト
ウ
0
5
4
4
1
5
マ
ジ
メ
4
5
1
3
2
］
2
表
▲
－
8
　
類
型
×
授
業
意
味
（
9
6
）
学
問
的
能
力
を
培
､
た
め
に
必
要
卒
業
に
必
要
な
P
位
資
格
を
得
る
た
ﾟ
に
必
要
一
般
教
養
と
ｵ
て
必
要
な
ん
の
意
｡
も
な
い
　
そ
の
他
ケ
ン
ゼ
ン
5
6
9
2
5
9
◎
妻
ゲ
ン
キ
4
8
1
2
2
6
1
2
0
3
テ
キ
ト
ウ
3
4
2
5
2
2
］
4
2
3
マ
ジ
メ
4
4
1
9
1
7
1
3
4
2
該
　
類
型
区
分
に
使
用
し
た
設
問
は
，
実
態
を
聞
い
た
も
の
で
は
な
く
意
識
を
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
，
学
生
の
類
型
を
仮
説
的
に
提
起
す
る
。
ま
ず
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
で
あ
る
が
，
こ
の
類
型
は
あ
た
か
も
大
学
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
登
場
す
る
よ
う
な
，
明
る
く
て
さ
わ
や
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
友
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
や
サ
ー
ク
ル
活
動
は
，
学
生
の
本
分
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
，
否
定
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
活
動
で
あ
る
。
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
一
般
的
に
称
揚
さ
れ
る
学
生
像
に
自
分
を
合
わ
せ
て
い
る
と
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
年
生
に
こ
の
類
型
が
多
い
こ
と
か
ら
も
，
あ
る
べ
き
学
生
像
を
当
て
は
め
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
こ
う
い
っ
た
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
の
持
つ
要
素
に
加
え
，
遊
び
や
留
学
・
旅
な
ど
，
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
積
極
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
7
的
な
意
識
を
持
っ
た
類
型
で
あ
っ
た
。
学
年
で
は
2
年
生
に
多
く
，
友
人
や
恋
愛
な
ど
親
密
な
関
係
性
の
構
築
に
幸
せ
を
見
出
す
外
向
的
な
態
度
が
現
れ
て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
学
外
で
の
交
友
関
係
な
ど
大
学
外
で
自
己
実
現
を
見
出
す
タ
イ
プ
も
含
ま
れ
る
と
考
え
る
。
　
そ
の
対
極
に
位
置
す
る
の
が
〈
マ
ジ
メ
〉
で
あ
る
。
こ
の
類
型
で
は
「
勉
強
］
以
外
に
積
極
的
な
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
と
り
わ
け
授
業
に
対
し
て
積
極
的
な
わ
け
で
は
な
く
，
趣
味
に
幸
せ
を
見
出
す
割
合
も
高
い
。
ガ
リ
勉
や
オ
タ
ク
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
こ
の
類
型
の
極
端
な
タ
イ
プ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
積
極
的
な
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
つ
ま
り
の
ん
び
り
し
た
り
適
当
に
こ
な
す
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
趣
味
や
の
ん
び
り
す
る
こ
と
が
～
番
大
切
と
答
え
る
図
太
さ
を
持
っ
て
い
る
。
～
方
で
不
本
意
入
学
で
あ
っ
た
り
，
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
り
し
て
，
大
学
生
活
に
充
実
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
層
が
多
い
こ
と
も
読
み
取
れ
，
何
ら
か
の
支
援
が
二
番
必
要
と
さ
れ
て
い
る
類
型
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
第
2
章
学
生
の
生
活
と
家
族
関
係
第
1
節
親
か
ら
の
独
立
　
学
生
生
活
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
は
「
学
び
の
場
」
が
大
学
へ
と
移
行
す
る
こ
と
よ
り
も
親
元
か
ら
離
れ
て
一
人
で
暮
ら
す
，
す
な
わ
ち
「
一
人
暮
ら
し
」
を
始
め
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
何
故
な
ら
そ
れ
は
食
事
・
買
い
物
・
交
通
等
生
活
の
自
立
課
題
を
必
然
的
に
強
い
両
親
か
ら
の
独
立
を
促
す
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
表
2
．
1
学
年
性
別
家
族
居
住
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）
性
別
学
年
鳥
取
市
　
　
　
鳥
取
県
中
国
地
方
全
国
無
回
答
女
1
2
3
4
3
5
Q
3
P
9
R
6
1
4
P
1
P
7
s
2
2
5
Q
4
Q
3
P
7
2
6
S
2
S
1
R
6
0
］
0
0
女
合
計
2
8
イ
4
2
3
3
5
0
男
1
2
3
4
3
2
R
0
Q
2
R
8
］
3X8
7
2
3
P
6
Q
3
P
4
3
◎
S
4
S
5
R
8
1
］
2
3
男
合
計
2
9
］
0
2
0
3
9
2
総
計
2
8
1
2
2
2
3
7
1
　
表
2
－
1
は
学
年
別
に
家
族
居
住
地
を
鳥
取
市
内
，
鳥
取
県
内
，
中
国
地
方
内
と
い
う
地
域
エ
リ
ア
に
区
分
し
て
男
女
毎
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
鳥
取
県
内
と
鳥
取
県
外
の
割
合
に
は
ほ
と
ん
ど
性
差
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
，
学
年
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
鳥
取
県
内
の
出
身
者
が
3
～
4
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。
更
に
4
年
生
は
鳥
取
市
出
身
者
が
多
く
3
・
2
年
で
は
減
少
す
る
が
再
び
1
年
生
で
増
え
て
お
り
，
そ
う
し
た
学
年
毎
の
傾
向
は
男
女
と
も
共
通
し
た
現
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
　
表
2
－
2
は
，
い
わ
ゆ
る
自
宅
生
と
「
一
人
暮
ら
し
」
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
表
2
－
1
の
鳥
取
市
出
身
者
の
割
合
と
自
宅
生
の
割
合
に
つ
い
て
女
子
1
～
3
年
は
同
様
な
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
3
年
生
ま
で
の
女
子
学
生
に
お
い
て
は
鳥
取
市
に
自
宅
が
あ
れ
ば
自
宅
か
ら
大
学
に
通
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
，
4
年
生
に
な
る
と
鳥
取
市
出
身
学
生
の
割
合
（
3
6
％
〉
よ
り
自
宅
生
の
割
合
（
4
3
％
）
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
鳥
取
県
内
の
出
身
学
生
が
引
き
起
こ
し
た
変
化
で
あ
ろ
う
が
，
大
学
で
の
履
修
講
義
が
少
な
く
な
る
こ
と
や
地
元
就
職
活
動
の
利
便
さ
，
果
て
は
両
親
の
経
済
的
負
撞
を
軽
減
す
る
た
め
の
現
象
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
男
子
に
関
し
て
は
1
年
生
の
時
は
鳥
取
1…篭
パ
8
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
　
市
出
身
者
と
自
宅
生
の
割
合
が
3
2
9
6
と
同
じ
な
の
に
，
そ
れ
以
降
は
学
年
が
上
が
る
毎
に
自
宅
生
の
割
合
が
減
少
し
て
お
り
，
鳥
取
市
に
家
族
の
居
宅
が
あ
り
な
が
ら
も
離
れ
て
一
人
で
生
活
し
て
い
る
男
子
学
生
は
学
年
が
上
が
る
毎
に
増
え
4
年
生
で
は
そ
の
割
合
も
1
割
以
上
に
及
ぶ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
学
生
寮
は
男
女
と
も
1
害
‖
に
満
た
な
い
。
総
じ
て
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
学
生
は
学
年
・
男
女
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
全
体
総
計
値
が
示
す
よ
う
に
全
体
の
約
6
割
が
「
一
人
暮
ら
し
」
を
し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
把
握
さ
れ
た
。
　
　
　
表
2
－
2
　
　
学
年
乍
ヒ
男
‖
狂
弓
居
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）
性
別
学
年
自
宅
一
人
暮
ら
し
学
寮
そ
の
他
無
回
答
女
毒
2
3
4
3
4
Q
5
P
8
S
3
5
8
U
9
V
4
T
0
6
2
7
5
2
4
0
2
o
◎
1
0
女
合
計
2
8
6
4
5
2
0
男
1
2
3
4
3
2
Q
4
P
5
Q
4
6
2
V
1
V
3
U
6
1
1
5
3
2
3
5
3
2
］
2
3
男
合
計
2
4
6
8
2
3
2
総
計
2
7
6
6
4
2
］
彰
表
2
．
3
学
年
性
別
帰
省
の
状
況
（
1
年
生
は
予
定
）
※
自
宅
以
外
の
者
の
み
　
　
（
％
）
性
別
学
年
コ
㌧
ル
デ
ン
ウ
ィ
づ
夏
休
み
冬
休
み
春
休
み
そ
の
他
帰
省
せ
ず
女
1
2
3
4
6
9
T
5
S
7
S
2
9
1
　
　
．
W
8
X
0
W
3
7
8
W
3
X
3
W
3
6
6
W
2
W
0
V
5
］
0
Q
2
Q
0
Q
丁
0
4
丁
0
女
計
5
6
8
9
8
4
7
6
1
8
］
男
1
2
3
4
5
2
U
3
S
0
R
3
8
1
W
8
X
0
X
0
6
7
W
0
W
6
W
1
5
0
V
5
V
6
V
6
4
1
3
2
0
口
2
5
2
5
男
計
5
0
8
7
7
8
6
8
1
2
3
総
計
5
4
8
8
8
2
7
3
1
5
2
※一彩
　
表
2
－
3
は
「
一
人
暮
ら
し
」
の
学
生
の
独
立
度
を
計
る
た
め
に
帰
省
経
験
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
こ
れ
を
み
る
と
帰
省
経
験
ゼ
ロ
は
全
く
少
数
派
で
あ
り
，
表
2
－
1
に
示
さ
れ
て
い
る
申
国
地
方
を
除
く
全
国
地
域
か
ら
の
出
身
者
割
合
か
ら
み
て
も
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
，
申
国
地
方
エ
リ
ア
外
と
い
う
距
離
の
程
度
で
は
帰
省
を
控
え
る
よ
う
な
態
度
は
導
き
出
さ
れ
難
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
帰
省
経
験
を
男
女
別
・
学
年
毎
に
み
て
み
る
と
，
男
子
よ
り
女
子
の
方
が
若
干
多
い
も
の
の
，
一
人
暮
ら
し
の
学
生
の
7
～
8
割
は
大
学
の
休
業
期
間
に
ほ
ぼ
毎
回
の
よ
う
に
帰
省
し
て
い
る
。
但
し
，
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
の
帰
省
が
学
年
を
追
う
毎
に
減
っ
て
い
る
の
は
一
人
暮
ら
し
に
慣
れ
て
き
た
こ
と
や
鶴
田
（
2
0
0
1
）
が
指
摘
す
る
自
立
へ
と
向
か
う
「
学
生
生
活
サ
イ
ク
ル
」
に
伴
う
現
象
と
し
て
説
明
で
き
よ
う
。
　
次
に
，
一
人
暮
ら
し
の
学
生
が
自
宅
に
ど
の
程
度
連
絡
を
と
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
結
果
が
表
4
に
示
さ
れ
て
い
る
が
，
「
年
に
1
～
数
回
し
か
連
絡
を
と
ら
な
い
」
者
が
男
子
に
若
干
多
い
も
の
の
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
性
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
週
に
1
～
数
回
」
と
「
ほ
ぼ
毎
日
」
を
合
わ
せ
る
と
男
女
と
も
半
数
近
く
の
学
生
が
家
族
と
連
絡
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
連
絡
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
，
こ
れ
で
本
当
の
独
立
生
活
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
人
暮
ら
し
と
言
い
な
が
ら
親
か
ら
守
ら
れ
た
入
れ
子
細
工
の
学
生
生
活
が
想
起
さ
れ
た
。
1
駅
や
字
■
一
一
一
一
一
一
一鯛
大
戦
ぽ
育
総
合
セ
ン
タ
ー
磯
纏
第
4
号
2
0
0
8
匂
月
9
表
2
4
学
年
性
別
家
族
連
絡
頻
度
※
自
宅
外
生
の
み
（
％
）
月
に
1
～
数
回
年
に
1
～
数
回
連
絡
を
と
ら
な
い
無
回
答
ほ
ぼ
毎
日
　
　
週
に
1
～
数
回
性
別
学
年
女
1
2
3
7
1
4
4
4
7
S
0
R
3
3
7
S
3
T
8
4
2
4
1
0
0
4
て
0
4
9
4
2
4
3
3
1
2
男
女
計
@
1Q3
2
6
1
0
4
7
S
0
P
9
4
2
R
8
T
7
7
1
6
1
0
3
0
0
0
0
5
4
5
4
0
4
3
1
1
2
1
7
4
］
4
3
6
1
2
第
2
節
地
域
へ
の
志
向
性
鰍
と
い
う
繊
に
つ
い
て
の
嬬
鱒
を
学
年
’
性
別
で
示
し
た
も
の
が
表
2
－
5
運
｝
こ
そ
れ
を
出
身
地
域
別
に
ま
と
め
た
の
も
が
表
2
．
6
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
「
好
き
で
あ
る
」
ゴ
ま
あ
好
き
で
あ
る
」
と
い
う
回
答
を
合
わ
せ
る
と
敗
と
も
学
年
に
余
嶋
係
な
く
8
割
の
学
生
力
鳴
艇
い
う
地
域
に
好
意
的
麟
を
抱
し
’
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
・
し
か
も
男
女
と
も
鳥
取
市
や
鳥
取
県
の
出
身
者
に
「
好
き
で
あ
る
」
と
い
う
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
当
地
に
好
意
的
感
情
を
持
つ
戦
が
翫
大
学
へ
の
欝
を
選
ん
だ
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
・
し
か
し
，
「
好
き
で
あ
る
」
1
こ
加
え
て
は
あ
好
き
で
あ
る
」
を
合
わ
せ
る
と
出
身
地
域
に
よ
る
違
い
は
無
く
な
り
・
特
に
男
女
と
も
中
国
地
方
の
出
身
者
の
8
6
％
（
女
子
）
8
4
％
（
男
子
）
と
鳥
肺
の
出
賭
の
8
7
％
（
女
子
）
8
0
％
（
男
子
）
が
剛
嘩
の
好
罰
勺
感
情
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
県
外
か
ら
来
た
学
生
に
も
鳥
取
と
い
う
地
域
が
好
か
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
表
2
－
5
学
年
性
別
「
鳥
取
好
き
」
（
％
）
性
別
学
年
好
き
で
あ
る
　
　
ま
あ
好
き
で
あ
る
あ
ま
り
好
き
で
な
い
き
ら
い
で
あ
る
何
と
も
思
わ
な
い
無
回
答
女
1
2
3
4
2
7
Q
6
Q
3
R
6
6
3
T
3
T
5
T
5
8
1
0
1
4
5
2
5
6
2
2
4
2
0
0
2
0
2
女
計
2
6
5
7
・
1
0
4
2
］
男
1
2
3
4
3
5
Q
5
Q
5
Q
8
4
6
S
9
S
5
T
9
6
1
5
1
7
1
0
2
6
5
0
7
3
7
0
2
3
2
3
男
計
2
9
4
8
葦
2
4
5
2
総
計
2
7
5
4
力
4
3
1
表
2
．
6
出
身
性
別
「
鳥
取
好
き
」
（
％
）
性
別
家
族
居
住
地
好
き
で
あ
る
　
ま
あ
好
き
で
あ
る
あ
ま
り
好
き
で
な
い
き
ら
い
で
あ
る
何
と
も
思
わ
な
い
無
回
答
女
鳥
取
市
ｹ
取
県
?
葬
n
方
@
全
国
4
2
Q
9
凾
W
P
8
4
5
T
3
U
8
U
2
5
4
0
5
2
2
1
3
0
2
．
◎
2
女
計
2
6
5
7
1
0
4
2
1
男
鳥
取
市
ｹ
取
県
?
葬
n
方
@
全
国
4
5
S
8
R
0
嘯
Q
3
5
Q
8
T
4
U
2
8
8
m
1
7
5
0
4
4
5
1
6
2
3
1
0
0
1
男
計
2
9
4
8
1
2
4
5
2
総
計
2
7
5
4
臼
4
3
1
蓑難彩11忽鳶燕彩
8
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
市
出
身
者
と
自
宅
生
の
害
拾
が
3
2
9
6
と
同
じ
な
の
に
，
そ
れ
以
降
は
学
年
が
上
が
る
毎
に
自
宅
生
の
割
合
が
減
少
し
て
お
り
，
鳥
取
市
に
家
族
の
居
宅
が
あ
り
な
が
ら
も
離
れ
て
一
人
で
生
活
し
て
い
る
男
子
学
生
は
学
年
が
上
が
る
毎
に
増
え
4
年
生
で
は
そ
の
割
合
も
1
割
以
上
に
及
ぶ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
学
生
寮
は
男
女
と
も
1
害
‖
に
満
た
な
い
。
総
じ
て
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
学
生
は
学
年
・
男
女
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
全
体
総
計
値
が
示
す
よ
う
に
全
体
の
約
6
割
が
「
一
人
暮
ら
し
」
を
し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
把
握
さ
れ
た
。
　
　
　
表
2
－
2
　
学
年
性
別
同
居
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
性
別
学
年
自
宅
一
人
暮
ら
し
学
寮
そ
の
他
無
回
答
女
毒
2
3
4
3
4
Q
5
P
8
S
3
5
8
U
9
V
4
T
0
6
2
7
5
2
4
0
2
0
0
1
0
女
合
計
2
8
6
4
5
2
0
男
1
2
3
4
3
2
Q
4
n
5
Q
4
6
2
V
1
V
3
U
6
1
1
5
3
2
3
5
3
2
1
2
3
男
合
計
2
4
6
8
2
3
2
総
計
2
7
6
6
4
2
1
表
2
．
3
　
学
年
性
別
帰
省
の
状
況
（
1
年
生
は
予
定
）
※
自
宅
以
外
の
者
の
み
　
　
（
％
）
性
別
学
年
ゴ
W
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
　
　
夏
休
み
冬
休
み
春
休
み
そ
の
他
帰
省
せ
ず
女
1
2
3
4
6
9
T
5
S
7
S
2
9
1
　
　
，
W
8
X
0
W
3
7
8
W
3
X
3
W
3
6
6
W
2
W
0
V
5
1
0
Q
2
Q
0
Q
1
0
4
1
0
女
計
5
6
8
9
8
4
7
6
］
8
1
男
1
2
3
4
5
2
U
3
S
0
R
3
8
1
W
8
X
0
X
0
6
7
W
0
W
6
W
f
5
0
V
5
V
6
V
6
4
招
2
0
1
0
2
5
2
5
男
計
5
0
8
7
7
8
6
8
1
2
3
総
計
5
4
8
8
8
2
7
3
］
5
2
　
表
2
－
3
は
「
一
人
暮
ら
し
」
の
学
生
の
独
立
度
を
計
る
た
め
に
帰
省
経
験
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
こ
れ
を
み
る
と
帰
省
経
験
ゼ
ロ
は
全
く
少
数
派
で
あ
り
，
表
2
4
に
示
さ
れ
て
い
る
中
国
地
方
を
除
く
全
国
地
域
か
ら
の
出
身
者
割
合
か
ら
み
て
も
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
か
ら
，
中
国
地
方
エ
リ
ア
外
と
い
う
距
離
の
程
度
で
は
帰
省
を
控
え
る
よ
う
な
態
度
は
導
き
出
さ
れ
難
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
帰
省
経
験
を
男
女
別
・
学
年
毎
に
み
て
み
る
と
，
男
子
よ
り
女
子
の
方
が
若
干
多
い
も
の
の
，
一
人
暮
ら
し
の
学
生
の
7
～
8
割
は
大
学
の
休
業
期
間
に
ほ
ぼ
毎
回
の
よ
う
に
帰
省
し
て
い
る
。
但
し
，
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
の
帰
省
が
学
年
を
追
う
毎
に
減
っ
て
い
る
の
は
一
人
暮
ら
し
に
慣
れ
て
き
た
こ
と
や
鶴
田
（
2
0
0
1
）
が
指
摘
す
る
自
立
へ
と
向
か
う
「
学
生
生
活
サ
イ
ク
ル
」
に
伴
う
現
象
と
し
て
説
明
で
き
よ
う
。
　
次
に
，
一
人
暮
ら
し
の
学
生
が
自
宅
に
ど
の
程
度
連
絡
を
と
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
結
果
が
表
4
に
示
さ
れ
て
い
る
が
，
「
年
に
1
～
数
回
し
か
連
絡
を
と
ら
な
い
」
者
が
男
子
に
若
干
多
い
も
の
の
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
と
牲
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
週
に
1
～
数
回
」
と
「
ほ
ぼ
毎
日
」
を
合
わ
せ
る
と
男
女
と
も
半
数
近
く
の
学
生
が
家
族
と
連
絡
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
連
絡
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
，
こ
れ
で
本
当
の
独
立
生
活
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
人
暮
ら
し
と
言
い
な
が
ら
親
か
ら
守
ら
れ
た
入
れ
子
細
工
の
学
生
生
活
が
想
起
さ
れ
た
。
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
9
表
2
－
4
　
学
年
性
別
家
族
連
絡
頻
度
※
自
宅
外
生
の
み
　
　
（
9
6
）
性
別
学
年
ほ
ぼ
毎
E
l
　
週
に
1
～
数
回
月
に
1
～
数
回
年
に
1
～
数
回
連
絡
を
と
ら
な
い
無
回
答
女
］
2
3
4
7
1
4
4
4
7
S
0
R
3
3
7
S
3
T
8
4
2
4
T
o
O
4
1
0
女
計
9
4
2
4
3
3
1
2
男
1
2
3
4
2
6
1
0
4
7
S
0
P
9
4
2
R
8
T
7
7
葦
6
m
3
0
0
0
0
5
男
計
5
4
0
4
3
1
1
2
1
総
計
7
4
1
4
3
6
］
2
第
2
節
地
域
へ
の
志
向
性
　
鳥
取
と
い
う
地
域
に
つ
い
て
の
好
悪
感
情
を
学
年
・
性
別
で
示
し
た
も
の
が
表
2
占
，
更
に
そ
れ
を
出
身
地
域
別
に
ま
と
め
た
の
も
が
表
2
－
6
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
「
好
き
で
あ
る
」
，
「
ま
あ
好
き
で
あ
る
」
と
い
う
回
答
を
合
わ
せ
る
と
男
女
と
も
学
年
に
余
り
関
係
な
く
8
割
の
学
生
が
鳥
取
と
い
う
地
域
に
好
意
的
感
情
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
男
女
と
も
鳥
取
市
や
鳥
取
県
の
出
身
者
に
「
好
き
で
あ
る
」
と
い
う
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
当
地
に
好
意
的
感
情
を
持
つ
学
生
が
地
元
大
学
へ
の
進
学
を
選
ん
だ
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。
し
か
し
，
「
好
き
で
あ
る
」
に
加
え
て
「
ま
あ
好
き
で
あ
る
」
を
合
わ
せ
る
と
出
身
地
域
に
よ
る
違
い
は
無
く
な
り
，
特
に
男
女
と
も
中
国
地
方
の
出
身
者
の
8
6
％
（
女
子
）
8
4
％
（
男
子
）
と
鳥
取
市
の
出
身
者
の
8
7
％
（
女
子
）
8
0
％
（
男
子
）
が
同
水
準
の
好
意
的
感
情
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
県
外
か
ら
来
た
学
生
に
も
鳥
取
と
い
う
地
域
が
好
か
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
　
表
2
－
5
　
学
年
性
別
「
鳥
取
好
き
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
性
別
学
年
好
き
で
あ
る
　
　
ま
あ
好
き
で
あ
る
あ
ま
り
好
き
で
な
い
き
ら
い
で
あ
る
何
と
も
思
わ
な
い
無
回
答
女
1
2
3
4
2
7
Q
6
Q
3
R
6
6
3
T
3
T
5
T
5
8
1
0
1
4
5
2
5
6
2
2
4
2
0
0
2
0
2
女
計
2
6
5
7
・
1
0
4
2
1
男
1
2
3
4
3
5
Q
5
Q
5
Q
8
4
6
S
9
S
5
T
9
6
1
5
1
7
1
0
2
6
5
0
7
3
7
0
2
3
2
3
男
計
2
9
4
8
1
2
4
5
2
総
計
2
7
5
4
1
1
4
3
1
表
2
－
6
　
出
身
性
別
「
鳥
取
好
き
」
（
％
）
性
別
家
族
雛
地
好
き
で
あ
る
　
ま
あ
好
き
で
あ
る
あ
ま
り
好
き
で
な
い
き
ら
い
で
あ
る
何
と
も
思
わ
な
い
無
回
答
女
鳥
取
市
ｹ
取
県
?
葬
n
方
@
全
国
4
2
Q
9
P
8
嘯
W
4
5
T
3
U
8
U
2
5
4
0
5
2
2
1
3
0
2
．
0
2
女
計
2
6
5
7
1
0
4
2
1
男
鳥
取
市
ｹ
取
県
?
葬
n
方
@
全
国
4
5
S
8
R
0
P
2
3
5
Q
8
T
4
U
2
8
8
］
0
1
7
5
0
4
4
5
1
6
2
3
男
計
2
9
4
8
1
2
4
5
2
総
計
2
7
5
4
1
1
4
3
1
1
0
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
1
表
2
．
7
　
学
年
性
別
居
住
意
思
（
％
）
性
別
学
年
住
ん
で
い
た
い
　
　
移
り
た
い
ど
ち
ら
で
も
よ
い
分
か
ら
な
い
無
回
答
女
1
2
3
4
1
5U92
4
3
7
S
8
T
0
R
6
2
8
R
2
R
毒
R
8
2
0
P
3
P
0Q
0
2
0
0
女
計
1
2
4
3
3
］
1
3
1
男
1
2
3
4
1
8
P
3
P
2
Q
4
3
7
S
6
S
2
Q
4
2
6
Q
6
Q
7
S
1
］
8
嘯
R
P
8V
｛
3
2
3
男
計
］
6
3
9
2
8
一
1
5
2
総
計
1
3
4
2
3
0
1
4
1
1
…
表
2
．
8
　
出
身
性
別
居
住
意
思
（
％
）
性
別
学
年
住
ん
で
い
た
い
　
　
移
り
た
い
ど
ち
ら
で
も
よ
い
分
か
ら
な
い
無
回
答
女
鳥
取
市
ｹ
取
県
?
葬
n
方
@
全
国
2
9
Q
2P2
3
1
Q
7
S
9
T
4
3
0
S
1
Q
9
R
0
1
0W211
4
0
2
0
1
女
計
丁
2
4
3
3
1
1
3
1
男
鳥
取
市
ｹ
取
県
?
葬
n
方
@
全
国
2
7
R
6
P
2S
2
7
Q
4
T
0
S
9
3
5
Q
8
Q
4
Q
6
1
1
P
2
P
4
Q
0
0
0
0
1
男
計
］
6
3
9
2
8
丁
5
2
総
計
1
3
4
2
3
0
］
4
］
　
で
は
，
学
生
達
に
鳥
取
と
い
う
地
域
で
定
住
す
る
意
思
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
を
学
年
・
性
別
で
示
し
た
も
の
が
表
2
－
7
，
更
に
そ
れ
を
出
身
地
域
別
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
2
－
8
で
あ
る
。
結
果
は
女
子
学
生
に
関
し
て
は
1
年
で
1
5
9
6
，
2
年
で
6
％
，
3
年
で
9
％
，
4
年
で
2
4
％
が
，
男
子
学
生
に
関
し
て
1
年
で
1
8
％
，
2
年
で
1
3
％
，
3
年
で
1
2
％
，
4
年
で
2
4
％
が
定
住
の
意
思
を
示
し
，
い
ず
れ
も
2
年
・
3
年
で
低
減
す
る
も
の
の
4
年
で
再
び
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
，
こ
の
結
果
を
出
身
地
域
別
に
調
べ
て
み
る
と
男
女
と
も
定
住
の
意
思
を
示
し
た
学
生
が
県
外
の
出
身
者
で
は
1
割
に
満
た
な
い
の
に
対
し
て
，
鳥
取
市
あ
る
い
は
鳥
取
県
の
出
身
者
の
約
3
割
が
定
住
の
意
思
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
元
出
身
学
生
の
定
住
志
向
の
強
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
し
か
し
，
全
体
的
傾
向
か
ら
す
れ
ば
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
・
「
わ
か
ら
な
い
」
を
加
え
る
と
4
害
似
上
に
な
る
こ
と
か
ら
未
来
的
時
間
軸
に
お
い
て
自
己
の
活
動
エ
リ
ア
を
設
定
す
る
こ
と
自
体
困
難
な
課
題
で
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
前
述
し
た
結
果
と
併
せ
て
考
察
す
れ
ば
，
鳥
取
と
い
う
地
域
は
県
外
か
ら
来
た
学
生
に
愛
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
将
来
的
に
当
地
を
活
動
の
エ
リ
ア
と
考
え
た
り
定
住
の
地
と
し
て
対
象
化
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
第
3
節
対
人
関
係
　
学
生
の
自
立
に
と
っ
て
友
達
は
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
。
特
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
に
お
い
て
は
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
も
あ
る
し
一
人
暮
ら
し
の
よ
き
支
援
者
、
E
r
i
k
S
O
I
隻
（
1
9
8
2
）
に
よ
れ
ば
前
成
入
期
の
発
達
課
題
と
し
て
の
「
親
密
と
孤
立
」
と
い
う
心
理
・
社
会
的
危
機
を
打
開
し
て
い
く
手
段
と
し
て
友
情
・
性
愛
・
競
争
・
協
力
に
お
け
る
パ
ー
ト
ー
を
持
つ
こ
と
は
重
要
な
関
係
的
要
素
で
あ
る
か
ら
だ
。
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
第
4
号
2
0
0
8
年
1
月
1
1
表
2
．
9
　
学
年
性
別
友
人
数
（
％
）
性
別
学
年
1
人
　
　
　
　
2
～
4
人
　
　
　
5
～
9
人
　
　
　
m
人
以
上
　
　
　
い
な
い
　
　
　
　
無
回
答
女
］
2
3
4
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
女
合
計
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
男
1
2
3
4
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
n
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
男
合
計
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
総
計
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
表
2
－
9
は
友
達
の
有
無
・
数
を
尋
ね
た
結
果
を
男
女
別
・
学
年
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
「
友
達
が
い
な
い
］
と
答
え
た
学
生
は
5
％
未
満
で
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
「
友
達
が
い
る
」
と
答
え
て
い
た
。
し
か
も
男
子
6
1
％
，
女
子
7
0
9
6
の
学
生
が
そ
の
数
を
「
1
0
人
以
上
」
と
表
明
し
て
お
り
過
半
数
以
上
が
多
く
の
友
達
に
包
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
よ
う
だ
。
「
1
0
人
以
上
」
の
友
達
を
持
つ
割
合
を
学
年
毎
’
性
差
に
よ
っ
て
調
べ
て
み
る
と
女
子
の
1
年
は
男
子
の
1
年
に
比
べ
て
1
6
％
も
多
い
こ
と
か
ら
新
規
な
環
境
に
お
い
て
も
す
ぐ
に
友
達
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
女
子
学
生
の
社
会
性
の
高
さ
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
4
年
に
な
る
と
男
女
と
も
「
1
0
人
以
上
」
の
友
達
を
持
つ
割
合
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
友
達
の
絞
り
込
み
が
な
さ
れ
た
と
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
表
2
－
1
0
　
類
型
別
友
人
数
（
％
）
1
人
2
～
4
人
5
～
9
人
1
0
人
以
上
い
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
0
5
2
0
7
5
0
ゲ
ン
キ
1
5
2
0
7
4
1
テ
キ
ト
ウ
0
1
4
2
5
6
0
1
マ
ジ
メ
季
1
（
）
3
2
5
3
3
　
　
表
2
－
1
0
は
表
2
－
9
で
示
し
た
結
果
を
第
1
章
で
示
し
た
学
生
の
4
分
類
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
　
〈
マ
ジ
メ
〉
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
が
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
と
〈
ゲ
ン
キ
〉
タ
イ
プ
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
数
値
を
示
し
て
お
り
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
と
〈
マ
ジ
メ
〉
が
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
に
お
い
て
「
1
0
人
以
上
」
の
友
達
を
持
つ
割
合
が
高
い
の
は
何
事
に
も
積
極
的
で
あ
る
た
め
多
様
な
仲
間
集
団
が
形
成
さ
れ
た
た
め
と
推
測
で
き
る
が
，
〈
ゲ
ン
キ
〉
に
お
い
て
「
1
0
人
以
上
」
の
友
達
を
持
つ
割
合
が
高
い
の
は
遊
び
志
向
の
強
さ
か
ら
遊
び
仲
間
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
ま
た
，
こ
れ
ら
4
タ
イ
プ
に
お
い
て
「
1
0
人
以
上
」
の
友
達
を
持
つ
割
合
が
最
も
低
い
高
い
〈
マ
ジ
メ
〉
は
学
問
志
向
の
強
さ
の
み
を
特
徴
と
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
が
も
は
や
大
学
に
お
い
て
学
問
と
い
う
活
動
だ
け
で
は
友
達
は
多
く
作
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
こ
う
し
た
タ
イ
プ
は
対
人
関
係
の
面
で
低
い
社
会
性
を
示
す
学
生
が
多
く
含
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
　
表
2
－
1
1
は
「
友
達
」
の
概
念
か
ら
更
に
絞
っ
て
「
親
友
」
の
有
無
を
尋
ね
た
結
果
を
学
年
別
・
性
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
そ
れ
を
先
の
4
タ
イ
プ
に
分
け
て
ま
と
め
た
も
の
が
表
2
4
2
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
性
差
・
学
年
差
に
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
く
8
割
以
上
の
学
生
が
襯
友
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
親
友
を
持
つ
割
合
が
最
も
高
い
の
が
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
で
あ
つ
た
こ
と
は
こ
の
タ
イ
プ
の
学
生
が
学
問
・
遊
び
・
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
方
面
の
活
動
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
の
表
れ
な
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
，
こ
こ
に
お
い
て
も
学
問
志
向
の
み
が
強
い
〈
マ
ジ
メ
〉
の
学
生
は
他
の
タ
イ
プ
の
学
生
よ
り
親
友
を
持
つ
こ
と
が
低
く
示
さ
れ
て
い
た
。
s
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大
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直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
表
2
．
1
1
学
年
性
別
親
友
の
有
無
（
％
）
性
男
‖
学
年
い
る
　
　
　
い
な
い
　
　
　
無
回
答
女
1
2
3
4
8
9
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
1
W
7
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
4
W
5
　
　
　
　
　
　
］
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W
8
　
　
　
　
　
　
丁
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女
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計
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7
　
　
　
　
　
　
編
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1
2
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4
8
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1
4
　
　
　
　
　
　
3
W
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1
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3
男
合
計
8
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1
6
　
　
　
　
　
　
2
総
計
8
5
　
　
　
　
　
　
1
3
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表
2
－
1
3
　
学
年
性
別
恋
人
の
有
無
（
％
）
性
別
学
年
い
る
　
　
　
い
な
い
　
　
　
無
回
答
女
1
2
3
4
1
8
　
　
　
　
　
　
8
2
　
　
　
　
　
　
0
S
0
　
　
　
　
　
　
5
6
　
　
　
　
　
　
4
T
4
　
　
　
　
　
　
4
6
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T
5
　
　
　
　
　
　
4
5
　
　
　
　
　
　
0
女
合
計
3
7
　
　
　
　
　
　
6
1
　
　
　
　
　
　
1
男
1
2
3
4
1
5
　
　
　
　
　
　
8
4
　
　
　
　
　
　
丁
Q
1
　
　
　
　
　
　
7
8
　
　
　
　
　
　
　
1
R
8
　
　
　
　
　
　
5
8
　
　
　
　
　
　
3
T
2
　
　
　
　
　
　
4
8
　
　
　
　
　
　
0
男
合
計
2
7
　
　
　
　
　
　
7
2
　
　
　
　
　
　
2
総
計
3
3
　
　
　
　
　
　
6
6
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表
2
4
2
　
類
型
別
親
友
の
有
無
（
％
）
い
る
い
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
9
2
8
ゲ
ン
キ
8
9
汀
テ
キ
ト
ウ
8
1
1
9
マ
ジ
メ
7
8
2
2
表
2
－
1
4
　
類
型
別
恋
人
の
有
無
（
9
6
）
い
る
い
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
3
4
6
6
ゲ
ン
キ
3
7
6
3
テ
キ
ト
ウ
3
］
6
9
マ
ジ
メ
3
2
6
8
　
表
2
－
1
3
は
恋
人
の
有
無
を
男
女
別
・
学
年
別
に
示
し
た
も
の
で
，
そ
れ
を
先
の
4
タ
イ
プ
に
分
け
て
ま
と
め
た
直
し
た
も
の
が
表
2
－
1
4
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
先
ず
1
年
で
は
女
子
1
8
％
，
男
子
1
5
％
と
ほ
ぼ
同
様
な
数
値
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
2
年
で
は
女
子
4
0
％
，
男
子
2
1
％
と
な
り
以
後
ど
ち
ら
も
上
昇
し
4
年
で
は
女
子
5
5
9
6
，
男
子
5
2
％
が
「
恋
人
が
い
る
」
と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
女
子
学
生
は
早
く
か
ら
「
恋
人
＝
異
性
の
友
達
」
を
持
つ
傾
向
に
あ
る
が
男
子
学
生
は
随
分
時
間
を
か
け
て
恋
人
に
巡
り
会
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
，
遊
び
志
向
の
強
い
〈
ゲ
ン
キ
〉
が
若
干
他
の
タ
イ
プ
に
よ
り
高
い
も
の
の
，
4
タ
イ
プ
で
の
差
は
6
％
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
恋
人
の
有
無
と
学
生
類
型
に
は
関
連
が
無
い
と
言
え
よ
う
。
表
2
－
1
5
　
学
年
性
別
同
棲
割
合
（
％
）
性
別
学
年
し
て
い
る
　
　
　
し
て
い
な
い
　
　
無
回
答
女
1
2
3
4
9
（
2
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
P
5
（
6
名
）
　
　
　
　
　
　
8
3
　
　
　
　
　
2
P
5
（
8
名
）
　
　
　
　
　
　
8
5
　
　
　
　
　
0
Q
6
（
6
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
女
合
計
1
6
　
　
　
　
　
　
　
8
4
　
　
　
　
　
1
男
1
2
3
4
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
9
2
　
　
　
　
　
8
U
（
1
名
）
　
　
　
　
　
　
　
9
4
　
　
　
　
　
0
P
3
（
3
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
@
　
　
0
　
　
　
　
　
　
1
0
0
　
　
　
　
　
0
男
合
計
6
　
　
　
　
　
　
　
9
3
　
　
　
　
　
　
1
総
計
1
2
（
2
6
名
）
　
　
　
　
　
　
8
7
　
　
　
　
　
｛
※
恋
人
が
い
な
い
の
に
同
棲
し
て
い
る
と
答
え
た
者
が
女
1
9
名
，
男
1
0
名
表
2
－
1
6
類
型
別
同
棲
割
合
（
％
）
し
て
い
る
　
　
　
し
て
い
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
　
　
　
　
1
3
（
1
0
名
）
　
　
　
　
　
8
7
ゲ
ン
キ
　
　
　
　
　
5
（
3
名
）
　
　
　
　
　
9
5
テ
キ
ト
ウ
　
　
　
　
1
5
〈
7
名
）
　
　
　
　
　
8
5
マ
ジ
メ
　
　
　
　
　
2
］
（
6
名
）
　
　
　
　
　
7
9
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
第
4
号
2
0
0
8
年
1
月
1
3
　
表
2
－
1
5
は
恋
人
と
の
生
活
形
態
と
し
て
同
棲
の
有
無
に
つ
い
て
男
女
別
・
学
年
別
に
示
し
た
も
の
で
，
そ
れ
を
先
の
4
タ
イ
プ
に
分
け
て
ま
と
め
た
直
し
た
も
の
が
表
2
－
1
6
で
あ
る
。
女
子
は
学
年
が
上
が
る
毎
に
同
棲
率
が
上
昇
し
て
お
り
異
性
と
の
親
密
度
の
高
ま
り
を
予
測
さ
せ
る
。
4
タ
イ
プ
の
よ
る
割
合
で
見
る
と
〈
マ
ジ
メ
〉
が
最
も
高
く
，
次
に
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
，
次
に
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
，
最
後
に
〈
ゲ
ン
キ
〉
と
な
る
。
す
な
わ
ち
，
学
問
的
志
向
の
み
が
強
い
〈
マ
ジ
メ
〉
が
最
も
高
く
，
遊
び
志
向
の
強
い
〈
ゲ
ン
キ
〉
が
最
も
低
い
の
で
あ
る
。
恋
人
と
し
て
生
活
を
共
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
現
代
の
学
生
に
と
っ
て
「
恋
愛
ご
っ
こ
」
遊
び
で
な
く
，
も
は
や
現
実
的
で
ま
じ
め
な
行
為
の
選
択
な
の
だ
ろ
う
か
。
第
4
節
悩
み
・
不
安
表
2
．
1
7
学
年
性
別
不
安
の
有
無
〈
％
）
性
男
蔭
学
年
’
あ
る
　
　
な
い
　
　
無
回
答
女
1
2
3
4
8
5
　
　
　
　
丁
5
　
　
　
　
董
W
7
　
　
　
　
］
2
　
　
　
　
］
X
7
　
　
　
　
3
　
　
　
　
0
X
3
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
0
女
合
計
9
0
　
　
　
　
1
0
　
　
　
　
　
毒
男
｛
2
3
4
9
］
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
丁
V
4
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
　
3
X
0
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
2
X
0
　
　
　
　
］
0
　
　
　
　
　
0
男
合
計
8
5
　
　
　
　
］
3
　
　
　
　
　
2
総
計
8
8
　
　
　
　
刊
　
　
　
　
　
葦
表
2
．
1
8
　
類
型
別
不
安
の
有
無
（
％
）
あ
る
　
　
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
　
　
　
　
9
3
　
　
　
　
7
ゲ
ン
キ
　
　
　
　
8
4
　
　
　
1
6
テ
キ
ト
ウ
　
　
　
　
8
5
　
　
　
望
5
マ
ジ
メ
　
　
　
　
9
0
　
　
　
1
0
　
表
2
－
1
7
は
不
安
や
悩
み
の
有
無
に
つ
い
て
男
女
別
・
学
年
別
に
示
し
た
も
の
で
，
そ
れ
を
先
の
4
タ
イ
フ
゜
に
分
け
て
ま
と
め
た
直
し
た
も
の
が
表
2
4
8
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
2
年
男
子
7
4
％
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
学
年
・
男
女
で
約
9
割
の
学
生
が
r
不
安
や
悩
み
が
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
さ
に
大
学
生
活
は
悩
み
と
苦
悩
の
時
代
と
い
う
こ
と
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
高
い
数
値
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
先
の
4
タ
イ
プ
に
分
け
て
不
安
や
悩
み
が
高
い
順
に
並
べ
て
み
る
と
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
マ
ジ
メ
〉
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
と
な
る
。
こ
れ
は
種
々
の
活
動
や
学
問
に
専
念
す
る
こ
と
は
悩
み
を
も
た
ら
す
が
，
気
ま
ま
志
向
や
遊
び
志
向
の
強
い
タ
イ
プ
は
不
安
を
感
じ
に
く
い
と
い
う
常
識
的
な
判
断
が
確
認
、
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
多
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囎
　
学
年
性
別
不
安
内
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（
％
）
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別
学
年
　
　
　
　
課
外
人
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活
動
に
つ
　
　
　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
い
て
就
職
や
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健
康
?
ﾌ
進
路
　
　
に
つ
ﾉ
つ
い
て
　
　
い
て
経
済
問
題
（
家
v
・
学
費
・
ロ
[
ン
等
）
に
つ
｢
て
家
族
や
家
?
烽
ﾌ
こ
ﾆ
に
つ
い
ﾄ
そ
の
他
ミ
ス
無
回
答
女
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1
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2
P
3
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5
U
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0
O
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2
R
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R
　
　
　
6
Q
　
　
　
　
5
0
　
　
　
　
1
2
T
　
　
　
　
2
4
T
　
　
　
　
6
4
O
　
　
　
　
6
2
2
1
］
0
3
5
2
0
0
0
3
0
2
5
0
0
6
珀
5
η
］
3
0
0
女
合
計
1
8
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
2
3
　
　
　
5
3
　
　
　
　
3
5
1
3
1
2
8
］
男
4
6
　
　
　
　
招
　
　
　
　
丁
ﾏ
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
1
Q
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
0
R
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
4
　
　
　
2
P
　
　
　
1
4
Q
　
　
　
1
2
O
　
　
　
7
0
　
　
　
　
　
9
T
　
　
　
　
　
9
W
　
　
　
　
3
2
O
　
　
　
　
　
5
5
4
0
0
0
2
5
1
0
3
1
0
2
7
1
4
5
0
i
1
0
◎
男
合
計
2
1
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
1
2
　
　
　
　
9
4
　
　
　
　
2
0
1
5
2
3
］
3
1
総
計
2
2
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
2
3
　
　
　
8
3
　
　
　
　
3
2
1
4
1
3
打
｛
1
4
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
］
）
彰蒙壕難
表
2
．
2
0
　
類
型
別
不
安
内
容
（
9
6
）
授
業
な
ﾇ
学
業
ﾉ
つ
い
ﾄ
友
人
等
と
ﾌ
対
人
関
W
に
つ
い
ﾄ
異
性
の
問
閧
ﾉ
つ
い
ﾄ
性
格
ﾉ
つ
｢
て
人
生
ﾉ
つ
｢
て
課
外
?
ｮ
ﾉ
つ
｢
て
就
職
や
将
?
ﾌ
進
路
ﾉ
つ
い
て
健
康
ﾉ
つ
｢
て
経
済
閤
題
（
家
v
・
学
費
・
ロ
[
ン
等
）
に
つ
｢
て
家
族
や
家
?
烽
ﾌ
こ
ﾆ
に
つ
い
ﾄ
そ
の
他
ミ
ス
無
回
答
ケ
ン
ゼ
ン
2
5
9
2
2
6
6
3
0
1
3
0
3
1
1
］
ゲ
ン
キ
1
7
1
0
5
4
フ
3
3
4
2
5
1
3
9
1
テ
キ
ト
ウ
2
2
9
0
3
8
1
3
2
2
6
2
4
れ
0
マ
ジ
メ
2
0
4
0
2
1
2
2
3
8
0
5
2
0
1
2
1
総
計
2
2
9
2
3
8
3
3
3
］
5
］
3
1
1
1
　
表
2
－
1
9
は
不
安
や
悩
み
の
内
容
に
つ
い
て
男
女
別
・
学
年
別
に
示
し
た
も
の
で
，
そ
れ
を
先
の
4
タ
イ
プ
に
分
け
て
ま
と
め
た
直
し
た
も
の
が
表
2
－
2
0
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
，
ま
ず
学
業
に
つ
い
て
の
悩
み
が
男
女
と
も
1
年
で
最
も
高
く
2
年
以
降
は
急
減
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
溝
i
上
ら
（
2
0
0
1
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
大
学
の
学
び
へ
の
抵
抗
で
あ
り
H
o
r
i
z
o
n
t
a
l
　
T
r
a
n
s
i
t
i
o
n
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
，
こ
れ
と
同
様
な
推
移
を
示
し
て
い
る
が
対
人
関
係
で
の
悩
み
で
あ
る
が
，
こ
れ
に
関
し
て
は
学
ぶ
集
団
が
流
動
的
で
幾
つ
も
の
対
人
関
係
が
設
定
さ
れ
て
い
る
大
学
に
お
け
る
環
境
適
応
す
な
わ
ち
V
e
r
t
i
c
a
l
　
T
r
a
n
s
i
t
i
o
n
の
問
題
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
（
南
博
文
・
山
口
修
司
，
1
9
9
2
）
。
そ
れ
と
は
反
対
に
，
学
年
が
上
が
る
毎
に
上
昇
し
て
い
る
の
が
就
職
や
進
路
に
つ
い
て
の
悩
み
で
，
次
な
る
H
o
r
i
z
o
n
t
a
l
T
r
a
n
s
i
t
i
o
n
の
問
題
が
意
識
さ
れ
て
い
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
推
移
を
男
女
別
に
辿
る
と
男
子
よ
り
女
子
の
方
が
早
い
段
階
で
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
女
子
学
生
の
現
実
的
認
識
の
高
さ
が
予
兆
で
き
る
。
ま
た
，
男
女
と
も
2
・
3
年
で
「
人
生
に
つ
い
て
」
の
悩
み
を
指
摘
す
る
者
が
高
い
の
は
立
花
（
1
9
8
8
）
が
指
摘
し
た
，
こ
の
年
代
が
「
空
白
の
時
代
］
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
よ
う
。
不
安
・
悩
み
と
先
の
4
タ
イ
プ
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
に
関
し
て
は
学
業
の
悩
み
が
，
〈
マ
ジ
メ
〉
に
関
し
て
は
人
生
に
つ
い
て
の
悩
み
が
最
も
高
い
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
逐
／c
1溺
｛
．
i
謹
第
3
章
授
業
外
で
の
学
生
の
生
活
と
ま
な
び
第
1
節
学
内
で
の
ま
な
び
　
ま
ず
，
学
内
で
の
ま
な
び
の
代
表
的
な
場
で
あ
る
図
書
館
の
利
用
傾
向
を
み
て
み
よ
う
。
週
に
2
回
以
上
利
用
す
る
の
は
，
2
，
3
年
生
で
2
割
程
度
，
4
年
生
で
2
～
3
割
程
度
で
あ
る
。
特
に
男
子
は
4
年
生
で
も
3
割
弱
で
女
子
に
比
べ
て
1
0
ポ
イ
ン
ト
低
い
。
た
だ
し
，
こ
れ
が
こ
の
学
年
特
有
の
傾
向
な
の
か
ど
う
か
は
，
経
年
変
化
等
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
結
果
を
み
る
と
，
〈
マ
ジ
メ
〉
の
利
用
率
が
高
く
，
約
4
割
が
週
に
2
回
以
上
利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
の
が
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
で
あ
る
。
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
ほ
と
ん
ど
図
書
館
を
利
用
せ
ず
に
日
頃
の
ま
な
び
を
こ
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
〈
ゲ
ン
キ
〉
も
そ
れ
に
近
い
傾
向
で
あ
る
。
　
次
に
，
学
生
の
も
う
ひ
と
つ
の
生
活
の
場
で
あ
り
，
ま
な
び
の
場
で
あ
る
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
サ
ー
ク
ル
加
入
割
合
は
，
2
年
生
で
は
男
女
が
ほ
ぼ
同
じ
で
6
割
程
度
，
3
年
生
で
は
男
子
の
加
入
割
合
が
7
割
弱
と
女
子
を
1
3
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
4
年
生
で
は
男
女
と
も
に
ほ
ぼ
6
割
の
加
入
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
み
れ
ば
，
過
半
数
が
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
鳥
取
大
学
で
は
，
3
年
生
前
期
あ
た
り
ま
で
に
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
主
た
る
役
割
を
終
え
、
「
引
退
」
と
言
わ
れ
る
立
場
に
な
る
の
が
3
年
生
後
期
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
，
4
年
生
に
も
「
サ
ー
ク
ル
を
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識
は
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
一
方
，
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
結
果
で
は
，
サ
～
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
か
否
か
が
分
か
れ
て
い
る
。
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
7
割
以
上
が
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
が
、
〈
マ
ジ
メ
〉
は
δ
割
強
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
5
割
を
割
り
込
む
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
］
5
表
3
．
1
学
年
性
別
一
週
間
当
た
り
図
書
館
利
用
回
数
（
2
～
4
年
）
（
％
）
性
別
学
年
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い
　
　
　
1
回
程
度
2
回
程
度
3
【
蚕
以
上
無
回
答
女
2
3
4
4
4
S
］
R
7
3
4
R
7
Q
7
1
3
P
丁
P
5
8
1
1
2
2
2
0
0
女
合
計
4
1
3
4
1
2
1
2
丁
男
2
3
4
3
6
S
7
T
5
　
3
3
@
3
5
f
　
η
1
4
P
3R
］
8T2
4
0
0
0
男
合
計
4
3
3
1
1
2
1
4
0
総
計
4
2
3
3
1
2
1
3
0
表
3
－
2
　
類
型
別
図
書
館
一
週
間
当
た
り
図
書
館
利
用
回
数
（
2
～
4
年
）
（
％
）
類
型
ほ
と
ん
ど
利
用
し
な
い
1
回
程
度
2
回
程
度
3
回
以
上
ケ
ン
ゼ
ン
3
9
3
3
1
6
日
ゲ
ン
キ
4
1
3
9
1
0
］
0
テ
キ
ト
ウ
5
6
2
6
9
8
マ
ジ
メ
3
2
2
9
1
5
2
4
表
3
－
3
　
学
年
性
別
サ
ー
ク
ル
加
入
割
合
（
2
～
4
年
）
　
（
9
6
）
性
男
‖
　
学
年
し
て
い
る
　
　
し
て
い
な
い
　
　
無
回
答
女
2
3
4
　
　
　
　
6
4
　
　
　
　
　
　
3
4
　
　
　
　
　
　
　
2
■
　
　
　
5
4
　
　
　
　
　
　
4
6
　
　
　
　
　
　
　
0
@
　
　
　
6
2
　
　
　
　
　
　
3
6
　
　
　
　
　
　
　
2
女
合
計
　
　
　
　
　
　
　
6
0
　
　
　
　
　
3
9
　
　
　
　
　
　
1
男
2
3
4
6
5
　
　
　
　
　
　
3
5
　
　
　
　
　
　
　
0
U
7
　
　
　
　
　
　
3
3
　
　
　
　
　
　
　
0
T
9
　
　
　
　
　
　
4
］
　
　
　
　
　
　
　
0
男
合
計
6
4
　
　
　
　
　
　
3
6
　
　
　
　
　
　
　
0
総
計
6
2
　
　
　
　
　
　
3
8
　
　
　
　
　
　
　
］
表
3
－
4
　
類
型
別
サ
ー
ク
ル
加
入
割
合
（
2
～
4
年
）
（
％
）
類
型
し
て
い
る
　
　
　
し
て
い
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
’
　
　
　
7
2
　
　
　
　
　
　
　
2
8
ゲ
ン
キ
7
2
　
　
　
　
　
　
2
8
テ
キ
ト
ウ
4
4
　
　
　
　
　
　
　
5
6
マ
ジ
メ
5
5
　
　
　
　
　
　
4
5
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
第
2
節
学
外
で
の
ま
な
び
　
さ
て
，
学
外
で
の
ま
な
び
の
場
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
状
況
，
そ
し
て
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
施
設
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
，
ア
ル
バ
イ
ト
状
況
に
つ
い
て
は
，
「
常
時
し
て
い
る
」
「
時
々
し
て
い
る
」
を
「
し
て
い
る
」
と
し
て
考
え
る
と
，
2
年
生
は
男
女
と
も
に
約
7
割
が
，
3
年
生
は
約
8
割
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
。
特
に
「
常
時
し
て
い
る
］
で
は
，
女
子
の
ほ
う
が
男
子
よ
り
も
2
年
生
で
1
6
ポ
イ
ン
ト
，
3
年
生
で
9
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。
全
体
的
に
女
子
の
ほ
う
が
男
子
よ
り
も
ア
ル
バ
イ
ト
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
4
年
生
で
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
「
し
て
い
る
」
割
合
で
も
，
男
女
で
差
が
出
て
お
り
，
女
子
の
ほ
う
が
男
子
よ
り
も
約
1
0
ポ
イ
ン
ト
高
く
，
7
割
を
超
え
て
い
る
。
た
だ
し
，
「
全
く
し
て
い
な
い
」
の
は
女
子
の
ほ
う
が
7
ポ
イ
ン
ト
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
女
子
は
，
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
の
か
し
な
い
の
か
を
男
子
よ
り
は
は
っ
き
り
と
決
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
　
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
，
〈
ゲ
ン
キ
〉
が
最
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
「
し
て
い
る
］
害
拾
が
高
く
，
8
割
以
上
に
な
る
。
続
い
て
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
が
7
割
を
超
え
て
い
る
。
一
方
で
，
〈
マ
ジ
メ
〉
で
は
6
割
に
満
た
ず
，
「
全
く
し
て
い
な
い
」
割
合
も
3
割
近
く
に
な
る
。
瑠護
1
6
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
表
3
．
5
学
年
性
別
ア
ル
バ
イ
ト
の
頻
度
（
2
～
4
年
）
（
％
）
性
別
学
年
常
時
し
て
い
る
　
　
時
々
し
て
い
る
　
　
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
　
　
全
く
し
て
い
な
い
　
　
無
回
答
女
2
3
4
4
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
T
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
S
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
女
合
計
5
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
男
2
3
4
3
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
S
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
S
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
男
合
計
4
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
総
計
4
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
表
3
－
6
　
類
型
別
ア
ル
バ
イ
ト
の
頻
度
（
2
～
4
年
）
（
％
）
類
型
常
時
し
て
い
る
時
々
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
全
く
し
て
い
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
5
3
2
4
1
1
1
2
ゲ
ン
キ
5
0
3
5
7
9
テ
キ
ト
ウ
4
6
3
1
u
］
2
マ
ジ
メ
3
0
2
7
1
5
2
8
　
次
に
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
施
設
を
み
て
み
よ
う
。
ど
の
学
年
で
も
，
男
女
を
問
わ
ず
に
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
施
設
は
，
カ
ラ
オ
ケ
，
図
書
館
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
3
つ
で
あ
る
。
ま
た
，
3
年
生
，
4
年
生
に
比
べ
る
と
，
2
年
生
は
全
体
的
に
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
施
設
の
割
合
が
低
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
，
在
学
年
数
が
あ
が
れ
ば
そ
れ
だ
け
，
利
用
す
る
機
会
が
多
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
男
女
差
に
つ
い
て
み
る
と
，
1
0
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
で
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
割
合
が
高
い
施
設
は
女
子
に
多
い
。
そ
れ
を
さ
ら
に
学
年
別
に
み
る
と
，
2
年
生
で
は
，
温
泉
，
映
画
館
，
博
物
館
等
，
舞
台
等
，
動
物
園
等
，
遊
園
地
の
6
つ
で
，
3
年
生
で
は
，
図
書
館
，
映
画
館
，
舞
台
等
，
遊
園
地
の
4
つ
で
，
4
年
生
で
は
，
図
書
館
，
映
画
館
，
博
物
館
等
，
動
物
園
等
の
4
つ
で
女
子
が
男
子
よ
り
も
利
用
し
て
い
る
。
特
に
映
画
館
は
ど
の
学
年
で
も
女
子
の
ほ
う
が
高
い
。
逆
に
男
子
が
女
子
よ
り
も
1
0
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
で
利
用
が
高
い
の
は
，
3
年
生
の
海
水
浴
場
と
，
す
べ
て
の
学
年
の
パ
チ
ン
コ
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
全
体
的
傾
向
と
し
て
，
女
子
の
ほ
う
が
施
設
利
用
は
幅
広
い
こ
と
が
わ
か
る
。
　
次
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
結
果
で
は
，
す
べ
て
に
共
通
し
て
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
害
拾
が
7
割
以
上
で
あ
る
の
は
，
図
書
館
と
」
カ
ラ
オ
ケ
で
あ
る
。
図
書
館
は
類
型
間
に
差
が
な
く
8
割
前
後
で
あ
る
。
カ
ラ
オ
ケ
は
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
が
9
割
を
超
え
，
〈
マ
ジ
メ
〉
が
8
割
近
い
。
図
書
館
と
カ
ラ
オ
ケ
は
学
生
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
続
く
の
が
，
ど
の
ク
ラ
ス
タ
ー
も
7
割
前
後
の
映
画
館
，
温
泉
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
，
〈
マ
ジ
メ
〉
が
6
割
程
度
だ
が
，
他
の
ク
ラ
ス
タ
ー
は
7
割
以
上
の
利
用
が
あ
る
。
逆
に
ど
の
ク
ラ
ス
タ
ー
で
も
利
用
の
低
い
施
設
は
パ
チ
ン
コ
で
あ
る
。
　
ク
ラ
ス
タ
ー
別
に
ま
と
め
て
み
る
と
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
は
，
カ
ラ
オ
ケ
を
最
も
よ
く
利
用
し
，
図
書
館
，
映
画
館
，
温
泉
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
も
よ
く
利
用
し
，
パ
チ
ン
コ
に
は
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
。
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
，
カ
ラ
オ
ケ
を
筆
頭
に
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
，
図
書
館
映
画
館
を
よ
く
利
用
し
，
パ
チ
ン
コ
に
は
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
。
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
，
カ
ラ
オ
ケ
を
筆
頭
に
，
図
書
館
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
比
較
的
よ
く
利
用
し
，
2
割
を
切
る
利
用
施
設
は
な
い
。
　
〈
マ
ジ
メ
〉
は
図
書
館
，
カ
ラ
オ
ケ
，
温
泉
，
映
画
館
を
比
較
的
よ
く
利
用
す
る
が
，
ス
キ
ー
場
，
パ
チ
ン
コ
に
は
あ
ま
り
行
か
な
い
。
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
と
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
の
利
用
施
設
傾
向
は
比
較
的
似
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
表
3
－
7
　
学
年
性
別
利
用
し
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］
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学
年
カ
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I
ケ
図
窪ﾙ
ゲ
ー
ム
セ
塔
`
温
泉
映
画ﾙ
海
水
￥
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専
物
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等
講
演
舞
台
ス
キ
[
場
動
物
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ケ
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学
年
カ
ラ
I
ケ
図
書
　
　
ゲ
弘
ﾙ
　
　
妨
タ
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温
泉
映
画
　
　
海
水
ﾙ
　
　
浴
場
博
物
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講
演
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台
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．
σ
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ξ
　
竃
オ
　
　
　
館
ケ
GC
温泉
館
海水浴場
博物館等
講演会
璽暴
ス
　
　
　
動
キ
　
　
　
物
1
　
　
　
間
場
　
　
　
等
遊園地
パチン
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学
年
性
別
利
用
し
た
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と
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あ
る
施
設
〈
男
子
〉
類
型
カ
ラ
I
ケ
図
書ﾙ
ゲ
ー
ム
Z
ン
タ
ー
温
泉
映
画ﾙ
海
水
￥
博
物
ﾙ
等
講
演
舞
台
ス
キ
[
場
動
物
遊
園n
パ
チ塔R
ケ
ン
ゼ
ン
9
7
8
2
7
7
7
5
7
5
5
8
5
3
5
8
4
4
3
6
3
6
3
4
1
5
ゲ
ン
キ
9
3
7
8
8
0
6
5
6
9
4
フ
3
8
3
6
4
1
4
1
2
6
2
5
丁
8
テ
キ
ト
ウ
9
0
7
9
7
2
6
7
6
5
3
7
4
3
3
3
4
1
3
1
2
4
2
9
2
5
マ
ジ
メ
7
8
8
1
6
1
7
0
6
9
4
3
5
1
4
8
4
6
1
6
3
0
2
7
］
O
i1
　　　彰易蓼逐、
1
8
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
第
3
節
自
分
を
変
え
る
で
き
ご
と
と
の
遭
遇
　
大
学
に
入
挙
し
て
か
ら
，
自
分
を
変
え
る
よ
う
な
出
来
事
に
遭
遇
し
た
割
合
を
み
て
み
よ
う
。
男
女
と
も
に
4
年
生
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
割
合
が
高
く
7
割
以
上
で
あ
る
。
2
年
生
で
は
女
子
の
ほ
う
が
，
「
あ
っ
た
」
割
合
が
2
0
ポ
イ
ン
ト
近
く
高
く
7
割
近
い
。
3
年
生
で
は
男
女
と
も
に
「
あ
っ
た
」
が
6
割
近
い
。
在
学
年
数
が
長
い
ほ
う
が
自
分
を
変
え
る
出
来
事
に
遭
遇
す
る
機
会
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
，
女
子
は
2
年
生
の
ほ
う
が
3
年
生
よ
り
も
遭
遇
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
　
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
み
る
と
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
が
「
あ
っ
た
」
が
7
割
を
超
え
て
い
る
が
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
4
割
程
度
，
〈
マ
ジ
メ
〉
が
5
害
‖
強
と
な
っ
て
い
る
。
表
3
－
1
0
学
年
性
別
自
分
を
変
え
る
出
来
事
　
　
　
　
（
9
6
）
　
　
　
　
表
3
－
1
1
類
型
別
自
分
を
変
え
る
出
来
事
　
（
％
）
性
別
学
年
あ
っ
た
　
　
な
か
っ
た
　
　
無
回
答
女
2
3
4
6
7
　
　
　
　
　
3
0
　
　
　
　
　
　
3
T
7
　
　
　
　
　
4
3
　
　
　
　
　
　
0
W
1
　
　
　
　
　
1
7
　
　
　
　
　
　
2
女
合
計
6
5
　
　
　
　
　
3
3
　
　
　
　
　
　
2
男
2
3
4
4
8
　
　
　
　
　
5
3
　
　
　
　
　
　
0
T
8
　
　
　
　
　
4
2
　
　
　
　
　
　
0
V
6
　
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
　
　
0
男
合
計
5
6
　
　
　
　
　
4
4
　
　
　
　
　
　
0
総
計
6
2
　
　
　
　
　
　
3
7
　
　
　
　
　
　
1
類
型
あ
っ
た
　
　
　
　
な
か
っ
た
ケ
ン
ゼ
ン
7
5
　
　
　
　
　
　
　
2
5
ゲ
ン
キ
7
1
　
　
　
　
　
　
　
2
9
テ
キ
ト
ウ
4
3
　
　
　
　
　
　
　
5
7
マ
ジ
メ
5
6
　
　
　
　
　
　
　
4
4
箋
i
修難
　
で
は
，
何
（
誰
）
に
よ
っ
て
自
分
を
変
え
る
出
来
事
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
は
，
サ
ー
ク
ル
が
2
8
％
，
友
達
が
2
1
％
，
恋
人
が
1
6
％
で
他
の
要
因
を
圧
倒
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
別
で
み
る
と
，
サ
ー
ク
ル
加
入
割
合
が
低
か
っ
た
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
と
〈
マ
ジ
メ
〉
は
，
自
分
を
変
え
る
出
来
事
が
「
あ
っ
た
］
割
合
も
低
い
。
ま
た
，
2
年
生
で
1
9
ポ
イ
ン
ト
，
女
子
の
ほ
う
が
自
分
を
変
え
る
出
来
事
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
男
子
よ
り
高
い
。
サ
ー
ク
ル
加
入
割
合
で
み
る
と
，
2
年
生
で
の
男
女
差
は
な
い
が
，
女
子
だ
け
で
み
れ
ば
，
2
年
生
が
3
年
生
を
1
0
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
，
自
分
を
変
え
る
出
来
事
の
一
因
と
し
て
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
　
　
動
，
5
　
　
　
家
族
，
2
　
　
　
無
回
答
，
h
記
入
ミ
ス
，
7難
図
3
－
3
何
に
・
誰
に
よ
っ
て
自
分
を
変
え
る
出
来
事
が
生
じ
た
か
　
　
（
％
）
第
4
節
ま
と
め
　
最
後
に
，
ク
ラ
ス
タ
ー
別
に
全
体
を
ま
と
め
て
み
る
と
，
次
の
よ
う
な
授
業
外
で
の
ま
な
び
と
生
活
が
浮
か
び
上
が
る
。
　
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
の
約
3
割
は
週
2
回
以
上
図
書
館
に
通
い
，
7
割
ま
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
，
7
割
は
常
時
ま
た
は
時
々
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
，
カ
ラ
オ
ケ
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
，
温
泉
，
映
画
館
を
比
較
的
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
，
「
学
内
外
と
も
に
幅
広
く
よ
く
出
か
け
，
人
と
よ
く
交
わ
る
大
学
生
活
」
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
，
自
分
を
変
え
る
出
来
事
に
も
7
5
％
が
遭
遇
し
て
い
る
。
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9
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
，
約
2
割
が
週
2
回
以
上
図
書
館
に
通
い
，
7
割
が
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
，
8
割
以
上
が
常
時
ま
た
は
時
々
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
，
カ
ラ
オ
ケ
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
比
較
的
多
い
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
ほ
ど
「
幅
広
く
は
な
い
が
，
よ
く
出
か
け
，
人
と
交
わ
る
こ
と
の
多
い
大
学
生
活
」
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
，
自
分
を
変
え
る
出
来
事
に
7
1
％
が
遭
遇
し
て
い
る
。
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
，
週
2
回
以
上
図
書
館
へ
行
く
の
は
2
割
に
満
た
ず
，
サ
ー
ク
ル
活
動
し
て
い
る
割
合
も
4
割
程
度
で
最
も
低
い
が
，
ア
ル
バ
イ
ト
は
7
割
以
上
が
常
時
ま
た
は
時
々
し
，
カ
ラ
オ
ケ
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
多
い
，
「
学
外
で
の
活
動
が
比
較
的
多
い
大
学
生
活
」
を
過
ご
し
て
い
る
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
人
と
交
わ
る
こ
と
が
多
く
て
も
サ
ー
ク
ル
の
カ
n
入
割
合
が
低
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
た
め
か
，
上
述
の
よ
う
に
，
自
分
を
変
え
る
出
来
事
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
4
3
％
と
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
に
比
べ
る
と
か
な
り
低
い
。
　
〈
マ
ジ
メ
〉
は
，
4
割
程
度
は
週
2
回
以
上
図
書
館
に
通
い
，
5
害
1
強
が
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い
る
が
，
常
時
ま
た
は
時
々
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
割
合
は
6
割
に
満
た
ず
，
全
く
し
て
い
な
い
割
合
も
3
割
近
く
，
利
用
す
る
施
設
は
カ
ラ
オ
ケ
，
温
泉
な
ど
で
あ
る
と
い
う
，
「
学
内
中
心
の
大
学
生
活
」
を
過
ご
し
て
い
る
。
自
分
を
変
え
る
出
来
事
に
遭
遇
し
て
い
る
割
合
は
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
よ
り
は
1
3
ポ
イ
ン
ト
高
く
5
6
％
だ
が
，
学
内
中
心
で
人
と
交
わ
る
こ
と
の
多
い
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
割
合
が
低
い
た
め
か
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
に
比
べ
る
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
第
4
章
学
生
の
社
会
意
識
第
1
節
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
　
「
あ
な
た
は
政
治
や
社
会
の
出
来
事
に
対
し
て
関
心
が
あ
る
ほ
う
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
，
全
体
の
7
5
％
が
「
そ
う
思
う
」
「
ま
あ
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
，
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
無
関
心
層
は
2
4
％
で
あ
っ
た
。
全
学
年
を
通
じ
て
，
女
子
よ
り
も
男
子
の
ほ
う
が
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
特
に
4
年
男
子
は
8
6
％
が
「
そ
う
思
う
」
「
ま
あ
そ
う
思
う
］
と
回
答
し
，
無
関
心
層
は
わ
ず
か
1
0
％
で
あ
る
。
　
～
方
，
新
聞
や
書
籍
の
購
読
率
は
高
い
と
は
い
え
な
い
。
新
聞
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
を
含
む
）
を
ほ
ぼ
毎
日
読
む
の
は
2
9
％
に
す
ぎ
ず
，
週
数
回
が
2
0
％
，
週
1
回
程
度
が
1
4
％
，
ほ
と
ん
ど
新
聞
を
読
ま
な
い
，
あ
る
い
は
全
く
読
ま
な
い
学
生
が
3
6
％
い
る
。
書
籍
代
（
雑
誌
を
含
ま
な
い
）
に
月
5
0
0
0
円
以
上
か
け
て
い
る
の
は
わ
ず
か
4
％
で
あ
り
，
2
0
0
0
円
以
上
5
0
0
0
円
未
満
が
1
6
％
で
あ
る
。
2
0
0
0
円
未
満
と
回
答
し
た
者
も
含
め
る
と
5
8
％
は
定
期
的
に
書
籍
を
購
入
し
て
い
る
が
，
4
2
％
の
学
生
は
ほ
と
ん
ど
書
籍
を
買
っ
て
い
な
い
。
活
字
離
れ
の
傾
向
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
表
4
．
1
学
年
性
別
政
治
・
社
会
へ
の
関
心
「
あ
な
た
は
政
治
や
社
会
の
出
来
事
に
対
し
て
関
心
が
あ
る
ほ
う
で
す
か
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
性
別
学
年
そ
う
思
う
　
　
　
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
女
］
2
3
4
刊
］
3
9
1
2
6
1
T
5
U
8
U
4
2
6
Q
5
Q
2
Q
4
2
4
1
0
1
3
◎
0
女
合
計
］
1
6
2
2
4
2
］
男
1
2
3
4
2
2
Q
6
Q
3
R
4
5
6
S
9
T
7
T
2
2
0
Q
0
n
8V
1
4
2
3
1
1
0
3
男
合
計
2
5
5
3
1
8
2
1
総
計
］
7
5
8
2
2
2
1
逐き
，
　　　
2
0
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
表
4
－
2
学
年
性
別
新
聞
を
読
む
頻
度
「
あ
な
た
は
，
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
新
聞
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
を
含
む
）
を
読
み
ま
す
か
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
性
別
学
年
ほ
ぼ
毎
日
　
　
週
数
回
週
1
回
程
度
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
全
く
読
ま
な
い
無
回
答
1
2
3
2
］
9
3
7
1
0
0
2
2
6
打
1
0
3
8
1
3
3
女
3
2
5
1
8
1
9
3
0
8
0
4
4
0
1
4
1
9
丁
9
7
0
女
合
計
2
6
η
1
3
3
3
］
0
1
1
3
0
2
2
1
5
2
6
6
1
2
2
9
3
1
1
1
2
丁
6
］
男
3
3
8
2
2
1
3
1
8
8
0
4
4
5
1
0
2
4
1
7
3
0
男
合
計
3
3
2
4
1
4
2
2
6
1
総
計
2
9
2
0
糾
2
8
8
］
シ
　
ク
ラ
ス
タ
ー
別
に
見
る
と
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
と
〈
マ
ジ
メ
〉
は
，
約
8
割
が
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
を
示
し
て
い
る
。
特
に
〈
マ
ジ
メ
〉
は
新
聞
を
よ
く
読
ん
で
お
り
，
第
3
章
で
み
た
と
お
り
図
書
館
の
利
用
率
も
高
い
。
一
方
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
は
新
聞
を
読
む
頻
度
が
4
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
う
ち
も
っ
と
も
低
く
，
書
籍
の
購
入
も
多
く
な
い
。
ま
た
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
が
他
に
比
べ
て
低
い
が
，
だ
か
ら
と
い
っ
て
新
聞
や
書
籍
を
読
ん
で
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
と
薪
聞
や
書
籍
の
利
用
は
，
か
な
ら
ず
し
も
比
例
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
ち
な
み
に
，
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
他
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
比
べ
て
書
籍
の
購
入
が
や
や
少
な
く
，
図
書
館
の
利
用
率
も
高
く
な
い
。
　
新
聞
や
書
籍
の
購
読
率
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
が
全
体
的
に
高
い
の
は
，
学
生
が
他
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
政
治
や
社
会
に
関
す
る
情
報
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
，
あ
る
い
は
関
心
が
あ
っ
て
も
積
極
的
に
情
報
を
求
め
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
，
こ
の
あ
た
り
の
検
証
が
今
後
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ミ
表
4
－
3
　
学
年
性
別
書
籍
購
入
費
用
（
月
額
）
「
あ
な
た
が
1
ケ
月
に
購
入
す
る
書
籍
（
雑
誌
は
含
ま
な
い
）
に
か
か
る
費
用
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
す
か
」
に
対
す
る
回
答
　
（
％
）
性
別
学
年
ほ
と
ん
ど
買
わ
な
い
　
　
　
2
，
0
0
0
円
未
満
2
，
0
0
0
～
5
，
G
O
O
円5
，
0
0
0
円
以
上
無
回
答
女
1
2
3
4
4
1
S
6
S
6
R
3
4
6
R
8
R
7
S
0
1
1
P
2
P
4
Q
1
2
1
2
5
1
4
1
0
女
合
計
4
3
4
1
1
3
2
2
男
1
2
3
4
2
9
S
6
S
8
R
4
3
5
R
3
R
3
R
8
2
6
P
5
盾
P
4
9
5
0
1
4
1
1
0
0
男
合
計
4
0
3
4
丁
9
6
1
総
計
4
2
3
8
1
6
4
手
表
4
－
4
類
型
別
政
治
・
社
会
へ
の
関
心
（
％
）
類
型
　
　
　
大
い
に
関
心
が
あ
る
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る
あ
ま
り
関
心
が
な
い
全
く
関
心
が
な
い
無
圓
答
ケ
ン
ゼ
ン
2
0
5
9
］
9
2
0
ゲ
ン
キ
丁
6
5
8
2
量
3
］
テ
キ
ト
ウ
1
1
5
5
3
1
3
0
マ
ジ
メ
1
9
5
9
1
9
1
2
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
2
1
表
4
口
　
類
型
別
新
聞
を
読
む
頻
度
（
9
6
）
類
型
ほ
ぼ
毎
日
週
数
回
週
1
回
程
度
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
全
く
読
ま
な
い
ケ
ン
ゼ
ン
2
3
2
1
1
4
3
3
8
ゲ
ン
キ
2
9
1
9
1
8
2
5
1
0
テ
キ
ト
ウ
3
4
1
7
9
3
2
7
マ
ジ
メ
3
6
2
3
1
1
］
9
れ
｜
表
4
－
6
　
類
型
別
書
籍
の
購
入
状
況
（
9
6
）
類
型
ほ
と
ん
ど
買
わ
な
い
2
0
0
0
円
未
満
5
G
O
O
円
未
満
5
G
O
O
円
以
上
ケ
ン
ゼ
ン
4
0
3
9
η
4
ゲ
ン
キ
4
1
4
6
1
2
1
テ
キ
ト
ウ
4
9
”
3
0
1
6
5
マ
ジ
メ
4
0
3
7
η
6
1
第
2
節
社
会
変
革
意
識
　
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
社
会
が
変
わ
る
と
思
う
か
否
か
を
た
ず
ね
た
質
問
で
は
，
「
そ
う
思
う
」
「
ま
あ
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
学
生
と
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
学
生
は
全
体
で
は
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
で
あ
っ
た
。
だ
が
，
学
年
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
r
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
思
わ
な
い
」
と
回
答
す
る
学
生
の
比
率
が
あ
が
っ
て
い
く
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。
男
女
別
に
見
る
と
，
こ
こ
で
も
や
は
り
女
子
の
ほ
う
が
悲
観
的
で
あ
る
が
，
社
会
が
不
公
平
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
な
が
ら
も
3
6
％
が
努
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
変
え
ら
れ
る
と
考
え
る
前
向
き
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
，
男
子
に
比
べ
て
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
の
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
ク
ラ
ス
タ
ー
別
で
は
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
〈
ゲ
ン
キ
〉
が
「
そ
う
思
う
」
「
ま
あ
そ
う
思
う
」
に
傾
い
て
い
る
の
に
対
し
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
，
〈
マ
ジ
メ
〉
は
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
思
わ
な
い
」
へ
の
傾
き
が
見
ら
れ
る
。
表
4
－
7
学
年
性
別
「
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
社
会
が
変
わ
る
と
思
う
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
学
年
学
年
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
女
1
2
3
4
1
5
Q
1
P
0
f
5
4
4
R
1
Q
3
R
書
3
9
R
7
T
7
S
8
2
9
1
0
］
4
0
3
0
2
女
合
計
］
4
3
3
4
4
7
1
男
］
2
3
4
2
1
P
4
P
0R
4
1
R
0
R
7
S
1
3
2
R
9
S
7
S
5
　
ぐ
4
］
6
7
1
0
2
1
0
0
男
合
計
］
4
3
7
3
9
9
｜
総
計
1
4
3
5
4
2
8
］
表
4
8
類
型
別
「
努
力
に
よ
っ
て
社
会
が
変
わ
る
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
類
型
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
ケ
ン
ゼ
ン
1
9
3
9
3
9
3
1
ゲ
ン
キ
2
4
3
8
3
3
5
1
テ
キ
ト
ウ
5
2
4
5
3
1
8
0
マ
ジ
メ
2
3
6
5
1
1
0
丁
｝」
弩　　雛参
2
2
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
　
現
在
の
日
本
社
会
は
公
平
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
思
う
か
否
か
を
た
ず
ね
た
質
問
で
は
，
全
体
の
8
1
％
が
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
，
女
子
の
ほ
う
に
悲
観
的
な
見
方
が
や
や
多
い
。
4
年
女
子
で
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
思
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
が
9
3
9
6
を
占
め
て
い
る
が
，
こ
こ
に
は
就
職
活
動
等
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
影
響
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
，
〈
ゲ
ン
キ
〉
に
「
ま
あ
そ
う
思
う
」
，
〈
マ
ジ
メ
〉
に
「
思
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
表
4
－
9
学
年
性
別
「
現
在
の
日
本
社
会
は
公
平
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
学
年
学
年
そ
う
思
う
　
　
　
　
ま
あ
そ
う
思
う
　
　
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
　
　
　
思
わ
な
い
　
　
　
　
無
回
答
女
1
2
3
4
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
P
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
　
　
　
　
　
　
2
女
合
計
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
男
量
2
3
4
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
T
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
男
合
計
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
総
計
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
表
4
4
0
　
類
型
別
「
現
代
日
本
社
会
は
公
平
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」
に
対
す
る
回
答
（
9
6
）
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
ケ
ン
ゼ
ン
2
1
4
5
7
2
6
1
ゲ
ン
キ
3
2
0
5
6
2
0
1
テ
キ
ト
ウ
0
1
8
5
9
2
3
0
マ
ジ
メ
1
1
4
4
4
3
9
1
凛難i
第
3
節
生
活
へ
の
満
足
度
　
現
在
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
か
否
か
を
た
ず
ね
た
質
問
で
は
，
全
体
の
7
5
％
が
「
そ
う
思
う
」
「
ま
あ
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
。
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
「
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
不
満
足
層
は
2
4
％
で
あ
る
。
女
子
の
ほ
う
が
男
子
よ
り
も
満
足
度
が
や
や
高
い
と
い
え
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
別
に
見
る
と
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
　
〈
マ
ジ
メ
〉
の
順
で
満
足
度
が
下
が
っ
て
い
く
。
表
4
4
1
学
年
性
別
「
現
在
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
学
年
学
年
そ
う
思
う
　
　
　
　
　
ま
あ
そ
う
思
う
　
　
　
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
　
　
　
思
わ
な
い
　
　
　
無
回
答
女
］
2
3
4
1
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
Q
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
n
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
n
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
女
合
計
］
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
男
1
2
3
4
］
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
n
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
n
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
n
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
男
合
計
］
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
総
計
］
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
2
3
表
十
1
2
類
型
別
「
現
在
の
生
活
へ
の
満
足
度
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
類
型
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
ケ
ン
ゼ
ン
2
0
6
1
1
5
3
0
ゲ
ン
キ
2
1
5
6
2
0
2
1
テ
キ
ト
ウ
1
1
5
9
2
6
5
0
マ
ジ
メ
1
4
5
0
3
1
3
］
　
こ
の
結
果
を
先
の
質
問
と
の
関
係
で
み
て
み
よ
う
。
自
分
の
努
力
で
は
社
会
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
　
〈
マ
ジ
メ
〉
は
，
生
活
満
足
度
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
，
特
に
〈
マ
ジ
メ
〉
は
現
代
社
会
に
は
公
平
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
傾
向
も
強
い
。
～
方
，
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
社
会
が
変
わ
る
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
，
生
活
満
足
度
が
比
較
的
高
い
こ
と
か
ら
，
社
会
に
対
す
る
楽
観
的
認
識
と
生
活
満
足
度
に
は
一
定
程
度
の
関
連
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第
4
節
自
己
意
識
　
圧
倒
的
多
数
の
学
生
が
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」
を
重
視
し
て
い
る
な
か
で
，
自
分
に
は
「
自
分
ら
し
さ
」
が
あ
る
と
思
う
と
答
え
て
い
る
学
生
は
7
6
％
で
あ
っ
た
。
一
方
，
全
体
の
6
害
揃
後
の
学
生
が
，
「
自
分
が
ど
ん
な
人
間
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
興
昧
深
い
の
は
，
「
自
分
が
ど
ん
な
人
間
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
」
学
生
が
6
割
近
く
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
8
割
弱
の
学
生
が
「
自
分
ら
し
さ
」
を
持
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
，
持
っ
て
い
る
は
ず
の
自
分
ら
し
さ
を
ま
だ
発
見
で
き
て
い
な
い
，
と
い
う
意
識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
　
ク
ラ
ス
タ
ー
別
に
見
る
と
，
〈
マ
ジ
メ
〉
は
「
自
分
が
ど
ん
な
人
間
か
わ
か
ら
な
く
な
る
」
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
。
も
っ
と
も
「
わ
か
ら
な
く
な
る
」
傾
向
が
強
い
の
は
〈
ゲ
ン
キ
〉
で
あ
る
が
，
そ
の
大
多
数
が
「
自
分
に
は
自
分
ら
し
さ
が
あ
る
」
と
思
っ
て
お
り
，
や
や
矛
盾
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
，
存
在
す
る
は
ず
の
「
自
分
ら
し
さ
」
を
ま
だ
発
見
で
き
ず
迷
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
一
方
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
「
自
分
ら
し
さ
」
が
あ
る
と
は
思
わ
な
い
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
，
そ
の
大
多
数
が
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
，
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
が
現
状
の
自
己
に
対
し
て
や
や
否
定
的
な
見
方
を
し
て
い
る
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
表
4
－
1
3
　
学
年
性
別
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
学
年
学
年
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
1
8
｜
1
8
0
0
1
2
7
3
2
4
0
0
3
女
3
6
0
3
8
2
0
0
4
7
｛
2
1
5
2
o
女
合
計
7
2
2
5
1
0
1
］
7
1
2
7
0
1
1
2
6
3
3
4
0
3
1
男
3
5
5
4
5
0
0
0
4
6
9
2
1
7
3
0
男
合
計
6
4
3
3
1
2
1
総
計
6
9
2
8
1
1
1
…　
湯竃
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
］
）
表
4
－
1
4
類
型
別
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
」
に
対
す
る
回
答
（
9
6
）
類
型
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
ケ
ン
ゼ
ン
7
5
2
4
0
0
1
ゲ
ン
キ
8
0
2
0
0
0
1
テ
キ
ト
ウ
5
6
4
1
］
2
0
マ
ジ
メ
5
9
3
6
3
1
1
表
4
－
1
5
学
年
性
別
「
自
分
が
ど
ん
な
入
間
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
学
年
学
年
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
女
1
2
3
4
1
3
嘯
W
Q
0
Q
6
4
2
R
8
S
3
R
6
4
0
Q
9
Q
7
Q
6
5
1
2
9
］
2
◎
4
1
0
女
合
計
1
8
4
0
3
2
9
］
男
1
2
3
4
3
3
Q
8
Q
2
P
7
2
9
Q
8
R
7
S
］
3
2
Q
3
R
3
Q
4
4
2
1
8
η
2
1
0
0
男
合
計
2
7
3
2
2
8
］
2
1
総
計
2
1
3
7
3
1
］
0
1
表
4
．
1
6
類
型
別
「
自
分
が
ど
ん
な
人
閲
が
わ
か
ら
な
く
な
る
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
類
型
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
ケ
ン
ゼ
ン
2
0
3
6
3
1
1
丁
1
ゲ
ン
キ
2
7
3
9
2
4
9
1
テ
キ
ト
ウ
1
8
4
3
3
丁
7
1
マ
ジ
メ
2
0
2
9
3
8
1
2
1
表
4
4
7
学
年
性
別
「
自
分
に
は
自
分
ら
し
さ
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
う
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
学
年
学
年
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
女
1
2
3
4
2
1
Q
6
ﾅ
3
8
5
3
T
0
T
8
R
6
2
4
n
8
Q
3
P
7
2
2
2
7
0
4
0
2
女
合
計
2
3
5
2
2
1
2
ゴ
男
1
2
3
4
2
4
R
9
R
2
R
雀
5
0
R
8
S
8
S
8
1
8
嘯
U
ﾅ
1
4
6
6
3
7
1
1
0
0
男
合
計
3
1
4
5
η
6
丁
総
計
2
7
4
9
2
0
4
1
表
4
－
1
8
類
型
別
「
自
分
に
は
自
分
ら
し
さ
が
あ
る
と
思
う
」
に
対
す
る
回
答
（
％
）
そ
う
思
う
ま
あ
そ
う
思
う
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
思
わ
な
い
無
回
答
ケ
ン
ゼ
ン
3
0
5
イ
］
7
2
0
ゲ
ン
キ
2
9
5
3
可
5
3
言
テ
キ
ト
ウ
i
8
4
5
3
4
3
1
マ
ジ
メ
3
0
4
6
1
2
］
1
1
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
2
5
第
5
節
　
ま
と
め
　
社
会
意
識
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
ご
と
に
ま
と
め
る
と
，
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
　
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
は
，
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
が
比
較
的
強
い
が
，
新
聞
や
書
籍
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
摂
取
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
活
満
足
度
は
高
く
，
自
分
の
努
力
が
社
会
を
変
え
う
る
と
い
う
見
通
し
を
も
つ
傾
向
が
強
い
。
思
考
の
傾
向
と
し
て
は
，
や
や
楽
観
的
な
性
格
が
強
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
は
，
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
と
同
様
に
生
活
満
足
度
が
高
く
，
自
分
の
努
力
が
社
会
を
変
え
う
る
と
い
う
見
通
し
を
も
つ
傾
向
が
強
い
が
，
現
在
の
日
本
社
会
は
公
平
で
あ
る
と
考
え
る
割
合
が
他
と
比
べ
て
若
干
高
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
社
会
観
は
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
よ
り
も
楽
観
的
で
あ
る
と
い
え
る
が
，
自
己
意
識
に
つ
い
て
は
や
や
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
「
自
分
ら
し
さ
」
を
精
力
的
に
追
求
し
て
い
る
の
が
〈
ゲ
ン
キ
〉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
は
，
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
が
他
に
比
べ
て
低
い
。
生
活
満
足
度
は
高
く
は
な
く
，
社
会
観
も
悲
観
的
で
あ
り
，
自
己
意
識
も
さ
ほ
ど
肯
定
的
で
は
な
い
。
　
〈
マ
ジ
メ
〉
は
，
社
会
観
は
悲
観
的
で
努
力
が
報
わ
れ
る
と
い
う
意
識
も
低
い
が
，
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
が
高
く
，
新
聞
や
書
籍
を
よ
く
読
ん
で
情
報
摂
取
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。
生
活
満
足
度
は
高
く
は
な
い
が
，
自
己
意
識
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第
5
章
ま
と
め
　
こ
こ
で
は
以
下
の
手
順
で
論
述
を
す
す
め
て
い
く
。
ま
ず
，
第
1
章
で
提
示
し
た
学
生
類
型
が
，
第
2
章
～
第
4
章
に
示
し
て
き
た
諸
領
域
に
お
け
る
学
生
の
意
識
に
，
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
か
を
示
す
。
各
章
の
分
析
の
全
体
的
把
握
を
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
が
，
同
時
に
学
生
達
の
意
識
諸
領
域
の
間
の
ズ
レ
や
矛
盾
を
も
把
握
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
　
次
い
で
，
各
章
の
分
析
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
項
目
と
し
て
，
学
科
別
と
学
生
の
家
族
の
居
住
地
の
2
変
数
と
学
生
類
型
と
の
関
連
を
み
る
。
こ
れ
ら
を
経
た
上
で
，
本
研
究
の
成
果
と
課
題
を
簡
潔
に
述
べ
る
。
第
重
節
全
体
を
通
し
て
み
た
学
生
類
型
の
意
味
　
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
　
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
　
〈
マ
ジ
メ
〉
と
名
付
け
た
学
生
の
類
型
が
持
つ
意
昧
に
対
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
章
で
分
析
を
行
っ
て
き
た
が
，
そ
れ
を
総
括
的
に
み
て
み
る
。
表
5
－
1
類
型
別
学
年
・
性
別
の
特
徴
学
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
ケ
ン
ゼ
ン
　
　
1
年
生
で
大
　
　
　
女
性
：
4
年
生
で
再
び
増
加
，
男
性
一
貫
し
て
滅
少
ゲ
ン
キ
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
と
も
に
2
年
生
で
増
加
テ
キ
ト
ウ
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
ジ
メ
　
　
　
4
年
生
で
大
　
　
　
　
　
男
女
と
も
に
学
年
上
昇
に
よ
っ
て
増
加
表
5
．
2
類
型
別
学
生
の
対
人
関
係
の
特
徴
友
人
数
親
友
恋
人
同
棲
不
安
の
有
無
不
安
の
内
容
ケ
ン
ゼ
ン
1
0
人
以
上
最
多
い
る
が
最
多
あ
る
が
最
大
学
業
ゲ
ン
キ
ほ
ぼ
並
ん
で
多
い
ほ
ぼ
並
ん
で
多
数
最
少
最
少
一
テ
キ
ト
ウ
減
少
減
少
差
異
な
し
次
い
で
少
い
一
マ
ジ
メ
最
少
最
少
最
大
次
い
で
高
い
人
生
2
6
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
輌
）
　
表
5
．
3
　
類
型
別
学
外
で
の
学
び
の
特
徴
図
書
館
利
用
サ
ー
ク
ル
ア
ル
バ
イ
ト
鳥
取
で
利
用
し
た
施
設
出
来
事
と
の
出
会
い
ケ
ン
ゼ
ン
利
用
率
中
位
参
加
率
最
大
常
時
し
て
い
る
最
大
図
書
館
，
博
物
館
，
遊
園
地
，
海
，
J
ラ
オ
ケ
，
講
演
会
，
温
泉
最
も
高
い
ゲ
ン
キ
利
用
率
中
位
参
加
率
最
大
常
時
し
て
い
る
高
い
ス
キ
ー
場
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
，
@
　
　
　
カ
ラ
オ
ケ
高
い
テ
キ
ト
ウ
利
用
率
最
少
参
加
率
最
小
中
間
的
位
置
パ
チ
ン
コ
最
も
低
い
マ
ジ
メ
利
用
率
最
大
参
加
率
中
位
常
時
し
て
い
る
最
少
図
書
館
，
博
物
館
，
舞
台
中
間
的
表
5
．
4
　
類
型
別
社
会
意
識
の
特
徴
社
会
変
革
の
可
能
性
日
本
社
会
の
ｽ
等
感
生
活
満
足
度
自
分
ら
し
さ
の
@
　
追
求
自
己
理
解
不
能
感
自
分
ら
し
さ
の
存
@
　
在
感
ケ
ン
ゼ
ン
肯
定
す
る
者
多
数
一
高
い
強
く
そ
う
思
う
一
一
ゲ
ン
キ
肯
定
す
る
者
最
多
高
い
平
等
感
高
い
最
も
強
く
そ
う
@
　
思
う
最
も
強
い
自
己
理
@
解
不
能
感
一
テ
キ
ト
ウ
否
定
す
る
者
最
多
一
低
い
最
も
弱
く
そ
う
@
　
思
う
一
最
も
低
い
存
在
感
マ
ジ
メ
否
定
す
る
者
多
数
強
い
不
平
等
@
　
感
低
い
弱
く
そ
う
思
う
最
も
弱
い
自
己
理
@
解
不
能
感
低
い
存
在
感
以
上
に
示
し
て
き
た
，
各
類
型
ご
と
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
と
学
生
の
姿
が
全
体
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
彩彩彩
　
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
類
型
の
学
生
達
　
こ
の
類
型
の
学
生
達
は
，
入
学
当
初
に
は
最
も
多
数
を
占
め
て
い
る
。
学
年
進
行
と
共
に
全
体
と
し
て
は
減
少
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
，
そ
れ
は
男
子
の
場
合
で
あ
っ
て
，
女
子
の
場
合
3
年
一
4
年
と
再
び
増
加
す
る
。
友
人
数
が
最
も
多
く
，
親
友
も
持
っ
て
い
る
と
答
え
る
者
が
最
も
多
い
。
サ
ー
ク
ル
参
加
率
は
最
大
で
あ
り
，
ア
ル
バ
イ
ト
も
常
時
し
て
い
る
と
答
え
る
者
が
最
も
多
い
。
ま
た
，
鳥
取
で
利
用
し
た
施
設
は
最
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
，
こ
の
タ
イ
プ
の
学
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
最
も
楽
し
ん
で
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
，
不
安
が
あ
る
者
も
最
も
多
く
，
そ
の
内
容
は
学
業
で
あ
る
と
答
え
る
者
が
多
い
。
社
会
意
識
で
は
，
社
会
変
革
の
可
能
性
に
肯
定
的
評
価
，
生
活
満
足
感
の
高
さ
，
自
分
ら
し
さ
の
追
求
に
関
し
て
，
類
型
間
で
は
2
番
目
だ
が
，
強
く
そ
う
思
う
と
答
え
る
者
が
多
い
。
　
以
上
の
よ
う
に
こ
の
類
型
の
学
生
達
は
，
大
学
に
入
学
し
て
，
様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
，
多
様
な
人
間
関
係
を
結
び
，
充
実
し
た
日
常
を
お
く
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
ら
の
社
会
意
識
に
関
し
て
も
積
極
的
，
肯
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
日
常
を
お
く
る
彼
ら
で
は
あ
る
が
，
学
業
を
軸
に
不
安
や
悩
み
を
持
っ
て
い
る
者
が
大
き
い
と
い
う
点
に
も
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
　
こ
の
類
型
の
学
生
に
は
学
業
生
活
，
社
会
意
識
の
諸
領
域
に
関
し
て
不
安
な
内
容
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
，
彼
ら
自
身
が
あ
げ
て
い
る
最
も
強
い
不
安
、
悩
み
，
そ
の
中
心
と
し
て
の
学
業
の
問
題
に
閨
し
て
は
，
大
学
，
学
部
の
対
応
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
〈
ゲ
ン
キ
〉
類
型
の
学
生
達
　
学
生
生
活
充
足
感
の
高
さ
と
い
う
意
味
で
は
こ
の
類
型
の
学
生
も
も
う
一
つ
の
典
型
的
タ
イ
プ
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
類
型
の
学
生
は
2
年
生
に
特
に
多
数
を
占
め
て
い
る
。
友
人
，
親
友
は
多
い
が
，
同
棲
し
て
い
る
者
は
最
も
少
な
い
。
不
安
や
悩
み
の
有
無
で
は
，
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
学
生
が
最
も
少
な
い
。
サ
ー
ク
ル
参
加
者
は
最
大
で
あ
り
，
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
者
も
多
数
で
あ
る
。
鳥
取
で
利
用
し
た
施
設
で
は
，
ス
キ
ー
場
，
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
，
カ
ラ
オ
ケ
が
特
に
こ
の
類
型
に
お
い
て
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。
自
分
を
変
え
る
出
来
事
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
者
は
，
こ
の
類
型
で
は
高
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
2
7
く
な
っ
て
い
る
。
社
会
意
識
で
み
る
と
，
社
会
変
革
の
可
能
性
を
肯
定
す
る
者
が
多
く
，
日
本
社
会
の
平
等
感
の
評
価
は
高
く
，
そ
し
て
生
活
満
足
度
も
高
い
。
ま
た
最
も
強
く
自
分
ら
し
さ
を
追
求
し
て
い
る
。
し
か
し
，
そ
の
こ
と
が
自
分
に
関
し
て
認
識
を
深
め
た
結
果
で
は
必
ず
し
も
な
い
こ
と
は
，
こ
の
類
型
の
学
生
が
最
も
強
く
自
己
理
解
不
能
感
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
示
す
積
極
的
な
活
動
や
意
識
の
裏
側
に
あ
る
迷
い
を
意
味
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
以
上
の
よ
う
に
こ
の
類
型
の
学
生
も
積
極
的
な
学
生
生
活
を
経
験
し
て
き
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
，
先
に
み
た
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
類
型
の
学
生
と
特
に
違
う
点
は
，
同
棲
を
し
て
い
る
者
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
特
に
低
い
こ
と
，
そ
し
て
，
不
安
や
悩
み
を
持
つ
と
答
え
る
者
も
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
，
及
び
鳥
取
で
利
用
し
た
施
設
の
違
い
の
3
つ
で
あ
る
。
　
こ
の
類
型
の
学
生
に
関
し
て
も
彼
ら
の
学
生
生
活
諸
領
域
の
意
識
に
不
安
定
な
要
素
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
，
強
い
自
己
理
解
不
能
感
を
持
ち
な
が
ら
の
行
動
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
彼
ら
の
多
様
な
活
動
は
自
分
を
よ
く
理
解
し
た
結
果
と
し
て
の
行
動
で
は
な
く
，
逆
に
自
分
と
い
う
存
在
に
何
が
で
き
る
か
を
知
ら
な
い
が
故
に
能
動
的
に
振
る
舞
っ
て
い
る
と
し
た
ら
，
そ
の
結
果
が
負
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
場
合
に
は
彼
ら
の
諸
特
徴
が
変
容
す
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
類
型
の
学
生
　
こ
の
類
型
の
学
生
で
は
，
大
学
生
活
諸
領
域
に
関
し
て
消
極
的
な
態
度
が
目
立
っ
て
い
る
。
友
人
数
及
び
親
友
の
有
無
で
は
い
ず
れ
も
先
に
上
げ
た
2
つ
の
類
型
と
比
し
て
減
少
し
て
い
る
。
図
書
館
利
用
頻
度
は
最
少
で
あ
る
。
ま
た
サ
ー
ク
ル
活
動
参
力
暗
も
こ
の
類
型
で
最
少
で
あ
る
。
鳥
取
で
利
用
し
た
施
設
で
は
パ
チ
ン
コ
店
が
唯
一
上
げ
ら
れ
る
。
大
学
進
学
後
自
分
を
変
え
る
出
来
事
と
の
出
会
に
関
し
て
は
，
出
会
っ
た
と
答
え
る
者
は
最
も
少
な
い
。
不
安
・
悩
み
も
少
な
い
。
社
会
意
識
に
関
し
て
は
，
社
会
変
革
の
可
能
性
に
関
し
て
否
定
的
に
評
価
す
る
者
が
最
も
多
く
，
生
活
満
足
度
も
低
い
。
生
き
方
に
関
し
て
，
自
分
ら
し
さ
を
追
求
す
る
に
賛
成
す
る
者
が
最
も
少
な
く
，
ま
た
最
も
低
い
自
分
ら
し
さ
の
存
在
感
を
示
す
類
型
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
消
極
的
で
非
活
動
的
な
意
識
像
が
こ
の
類
型
の
特
徴
で
あ
る
。
彼
ら
の
そ
う
し
た
態
度
は
一
方
で
は
彼
ら
が
生
活
の
価
値
を
大
学
の
中
に
は
見
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
同
時
に
満
足
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
社
会
変
革
の
可
能
性
に
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
，
よ
り
深
い
意
識
と
社
会
の
あ
り
方
と
の
関
係
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
　
こ
の
類
型
の
中
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
す
る
者
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
最
も
高
い
よ
う
に
思
え
る
。
教
員
，
大
学
と
の
接
触
を
最
小
化
す
る
こ
と
が
彼
ら
の
大
学
生
活
の
戦
略
で
あ
る
か
ら
，
彼
ら
に
対
し
て
教
員
，
大
学
が
取
り
得
る
対
策
は
，
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
大
学
で
用
意
し
て
き
た
対
応
は
，
学
生
が
所
属
集
団
に
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
そ
こ
に
対
し
て
働
き
か
け
る
か
，
あ
る
い
は
相
談
窓
口
，
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
，
医
師
に
よ
る
治
療
窓
ロ
等
に
よ
っ
て
対
応
す
る
か
で
あ
っ
た
が
，
実
際
に
は
大
学
へ
の
所
属
意
識
は
薄
く
，
相
談
し
よ
う
と
い
う
意
志
も
持
た
な
い
学
生
達
に
対
し
て
は
，
あ
ま
り
有
効
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
類
型
に
属
す
る
学
生
達
の
問
題
は
，
恐
ら
く
こ
れ
か
ら
も
続
く
で
あ
ろ
う
。
た
だ
，
彼
ら
の
数
が
増
加
し
つ
つ
推
移
す
る
の
か
，
そ
れ
と
も
減
少
し
つ
つ
推
移
す
る
の
か
は
，
大
学
の
雰
囲
気
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
る
。
そ
れ
故
に
彼
ら
が
よ
り
積
極
的
に
自
分
の
学
業
や
生
活
を
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
，
彼
ら
の
日
常
を
彼
ら
な
り
に
意
味
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
な
問
題
提
起
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
〈
マ
ジ
メ
〉
類
型
の
学
生
こ
の
類
型
の
学
生
は
男
女
い
ず
れ
の
場
合
も
学
年
上
昇
と
共
に
増
え
4
年
生
で
最
も
多
数
に
な
っ
て
い
る
。
対
人
関
係
2
8
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
1
）
で
は
友
人
は
最
も
少
な
く
，
親
友
が
い
る
と
答
え
る
者
も
最
も
少
な
い
。
異
性
と
の
関
係
で
は
同
棲
し
て
い
る
者
が
最
も
高
い
。
不
安
や
悩
み
を
持
つ
者
は
高
く
，
そ
の
内
容
と
し
て
特
に
高
い
の
は
人
生
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
で
あ
る
と
答
え
る
者
が
多
い
。
学
内
外
で
の
学
び
の
場
を
み
る
と
，
図
書
館
利
用
率
は
こ
の
類
型
で
最
も
高
い
。
サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
比
率
は
中
位
で
，
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
者
は
最
少
で
あ
る
。
鳥
取
で
利
用
し
た
施
設
で
は
，
図
書
館
，
博
物
館
，
舞
台
が
特
に
高
い
。
入
学
後
自
分
を
変
え
る
出
来
事
と
の
出
会
い
に
関
し
て
は
中
位
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
意
識
を
み
る
と
，
社
会
変
革
の
可
能
性
を
否
定
的
に
と
ら
え
る
者
は
多
く
，
日
本
社
会
の
平
等
感
に
関
し
て
は
最
も
強
い
不
平
等
感
を
持
っ
て
い
る
。
生
活
満
足
度
は
低
い
。
弱
い
自
分
ら
し
さ
の
追
求
意
識
を
持
ち
，
そ
の
こ
と
が
自
己
理
解
不
能
感
の
弱
さ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
点
ま
た
自
分
ら
し
さ
の
存
在
感
の
弱
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
　
こ
の
類
型
の
学
生
達
は
，
一
方
で
は
か
っ
て
一
つ
の
類
型
と
し
て
存
在
し
て
い
た
学
業
を
軸
に
学
生
生
活
を
組
み
立
て
る
類
型
と
よ
く
似
て
い
る
。
そ
う
い
う
行
動
規
範
か
ら
す
れ
ば
友
人
と
の
つ
き
あ
い
が
最
も
少
な
い
こ
と
，
図
書
館
利
用
の
高
さ
，
サ
ー
ク
ル
，
ア
ル
バ
イ
ト
の
低
さ
，
学
外
施
設
利
用
に
関
す
る
特
殊
性
な
ど
は
了
解
で
き
る
。
し
か
し
，
そ
う
し
た
古
典
的
な
「
真
面
目
な
学
生
像
」
と
か
な
り
く
い
ち
が
っ
て
い
る
部
分
が
み
ら
れ
る
点
に
も
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
恋
人
，
同
棲
の
高
さ
で
あ
る
。
異
性
と
の
つ
き
あ
い
の
側
面
で
は
こ
の
類
型
の
学
生
は
高
い
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
，
社
会
に
関
す
る
否
定
的
な
評
価
の
強
さ
で
あ
る
。
そ
の
意
識
は
彼
ら
の
中
で
は
強
く
そ
う
思
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
，
彼
ら
は
自
分
ら
し
さ
の
存
在
感
に
関
し
て
最
も
低
い
回
答
結
：
果
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
我
々
が
と
ら
え
た
〈
マ
ジ
メ
〉
類
型
の
学
生
は
，
あ
る
意
味
で
は
理
解
し
や
す
い
学
生
類
型
像
で
あ
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
，
そ
の
ま
ま
で
は
完
結
で
き
な
い
部
分
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
　
こ
の
類
型
の
学
生
達
は
，
一
般
的
に
は
あ
ま
り
問
題
が
あ
る
学
生
達
の
リ
ス
ト
に
は
の
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
，
彼
ら
が
持
つ
前
述
の
2
点
は
，
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き
な
問
題
に
な
り
得
る
。
同
棲
問
題
は
お
く
と
し
て
も
，
後
に
上
げ
た
不
安
定
さ
を
抱
い
た
社
会
に
対
す
る
否
定
的
評
価
の
意
識
は
，
学
生
生
活
か
ら
次
の
選
択
が
迫
ら
れ
る
段
階
に
お
い
て
は
，
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
第
2
節
学
科
別
，
出
身
地
及
び
家
族
と
の
居
住
の
有
無
別
類
型
分
析
　
（
1
）
学
科
別
の
類
型
分
布
　
　
学
科
別
の
学
生
類
型
の
分
布
を
示
し
た
の
が
表
5
－
1
で
あ
る
。
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
類
型
は
地
域
教
育
学
科
で
は
特
に
高
　
く
ほ
と
ん
ど
半
数
を
占
め
て
い
る
。
〈
ゲ
ン
キ
〉
類
型
は
地
域
文
化
学
科
で
最
も
高
い
，
地
域
教
育
学
科
で
も
高
く
な
っ
　
て
い
る
。
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
類
型
は
地
域
教
育
学
科
で
1
5
％
と
特
に
低
い
が
，
他
の
学
科
で
は
い
ず
れ
も
2
5
～
2
9
％
を
占
　
め
差
異
が
な
い
。
〈
マ
ジ
メ
〉
類
型
も
地
域
教
育
学
科
で
6
％
と
特
に
低
い
が
他
の
学
科
で
は
1
2
～
1
7
％
を
占
め
て
い
階
域
政
策
　
　
　
　
6
0
％
　
　
8
0
％
図
5
－
1
学
科
別
学
生
類
型
　
　
　
Z
2
乗
有
意
さ
検
定
　
．
0
5
未
満 ■
ケ
ン
ゼ
ン
　
ゲ
ン
キ
目
テ
キ
ト
ウ
羅
マ
ジ
メ
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
2
9
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
地
域
教
育
学
科
の
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
類
型
の
圧
倒
的
な
高
さ
，
地
域
文
化
学
科
に
お
け
る
〈
ゲ
ン
キ
〉
類
型
の
高
さ
と
い
う
特
徴
と
，
地
域
教
育
学
科
以
外
の
学
科
で
は
4
つ
の
類
型
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
2
）
出
身
地
及
び
家
族
と
の
居
住
の
有
無
別
類
型
分
析
　
学
生
生
活
が
学
生
の
出
身
家
族
と
同
居
し
て
い
る
か
否
か
で
，
彼
ら
の
意
識
類
型
が
変
化
す
る
の
か
を
確
か
め
る
た
め
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た
。
用
意
し
た
変
数
は
2
つ
で
あ
る
。
1
つ
は
出
身
地
域
で
あ
る
。
直
接
の
家
族
と
の
同
居
の
有
無
を
聞
い
て
い
な
い
の
だ
が
，
ほ
ぼ
推
測
で
き
る
。
い
ま
1
つ
は
，
現
在
家
族
と
居
住
し
て
い
る
か
否
か
の
問
で
あ
る
。
結
果
を
図
5
－
2
，
図
5
－
3
に
示
す
。
ど
ち
ら
の
分
析
も
X
2
乗
検
定
で
5
％
未
満
の
結
果
で
あ
り
有
効
で
あ
る
と
判
定
し
た
。
鳥
取
市
鳥
取
市
以
外
の
鳥
取
県
鳥
取
県
以
外
の
中
国
地
方
そ
の
他
0
％
■
ケ
ン
ゼ
ン
i
ゲ
ン
キ
i
　
　
　
　
　
ロ
テ
キ
ト
ウ
i
篶
マ
ジ
メ
2
0
％
　
　
　
　
4
G
％
　
　
　
　
6
0
％
　
　
　
　
8
0
％
　
　
　
1
0
0
％
図
5
－
2
　
出
身
地
別
学
生
類
型
　
　
　
Z
2
乗
有
意
さ
検
定
　
．
0
5
未
満
■
ケ
ン
ゼ
ン
／
ゲ
ン
キ
●
テ
キ
ト
ウ
饒
マ
ジ
メ
図
5
－
3
　
居
住
形
態
別
学
生
類
型
　
　
　
X
2
乗
有
意
さ
検
定
　
．
0
5
未
満
　
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
類
型
の
学
生
は
鳥
取
県
以
外
の
中
国
地
方
，
及
び
そ
の
他
の
地
域
（
中
国
地
方
か
ら
離
れ
た
地
域
出
身
者
）
で
4
割
を
占
め
高
い
。
逆
に
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
類
型
は
鳥
取
市
及
び
市
内
以
外
の
鳥
取
県
内
で
高
い
。
同
様
に
，
居
住
形
態
別
で
み
る
と
，
一
人
暮
ら
し
で
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
類
型
が
，
家
族
と
同
居
し
て
い
る
学
生
で
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
が
特
に
高
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
　
こ
の
結
果
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
，
県
内
と
県
外
の
学
生
の
性
格
に
基
本
的
に
は
差
異
が
な
い
と
仮
説
す
る
と
す
れ
ば
，
高
校
ま
で
の
自
宅
か
ら
の
通
学
を
継
続
す
る
学
生
が
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
類
型
に
な
り
，
逆
に
独
立
し
て
生
活
藷滋彰
3
0
大
谷
直
史
ほ
か
：
学
生
生
活
に
お
け
る
意
識
の
類
型
と
そ
の
特
徴
（
▲
〉
す
る
学
生
が
〈
ケ
ン
ゼ
ン
〉
類
型
に
な
っ
て
い
る
比
率
が
明
ら
か
に
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
，
こ
れ
ま
で
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
，
学
生
生
活
の
危
機
の
言
説
と
は
真
っ
向
か
ら
異
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
地
域
社
会
の
思
考
も
，
親
や
本
人
の
思
考
も
安
定
し
た
親
元
か
ら
の
通
学
を
支
持
し
，
願
っ
て
も
い
る
が
現
実
に
は
親
元
か
ら
の
大
学
生
活
は
，
彼
ら
の
成
長
に
と
っ
て
は
負
の
要
因
で
も
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
，
大
学
を
地
域
社
会
に
根
付
か
せ
る
こ
と
を
冒
指
す
発
想
を
進
め
る
場
合
，
地
域
に
根
ざ
す
こ
と
の
意
味
を
，
地
域
出
身
の
学
生
を
増
や
す
こ
と
だ
と
あ
ま
り
に
単
純
に
理
解
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
大
学
が
地
域
社
会
と
結
び
つ
く
こ
と
は
大
学
に
と
っ
て
も
地
域
社
会
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
，
そ
こ
で
教
育
す
る
学
生
が
そ
の
地
域
出
身
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
と
は
異
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
結
果
及
び
そ
の
意
味
は
今
後
さ
ら
に
追
求
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　　
第
3
節
本
研
究
の
成
果
と
残
さ
れ
た
課
題
　
研
究
の
成
果
と
し
て
，
①
鳥
取
大
学
学
生
意
識
か
ら
4
つ
の
類
型
を
発
見
し
得
た
点
，
②
学
生
類
型
が
対
人
関
係
，
学
外
で
の
学
び
，
社
会
意
識
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
有
効
な
差
異
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
点
，
③
学
生
類
型
を
学
科
，
出
身
地
域
と
の
関
連
で
み
る
と
特
徴
的
な
差
異
が
発
見
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
，
学
生
の
指
導
に
関
す
る
示
唆
は
，
　
第
1
に
，
学
生
の
類
型
ご
と
に
特
徴
が
明
確
に
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
申
で
も
〈
テ
キ
ト
ウ
〉
類
型
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
，
〈
マ
ジ
メ
〉
類
型
も
留
意
す
べ
き
点
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
第
2
に
，
学
生
の
大
学
生
活
へ
の
指
導
・
援
助
を
考
え
る
際
に
，
彼
ら
が
示
す
意
識
や
行
動
の
特
徴
を
ば
ら
ば
ら
に
把
握
す
る
の
で
は
な
く
て
，
彼
ら
な
り
の
論
理
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
し
，
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
有
効
な
手
だ
て
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
，
彼
ら
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
，
教
員
，
大
学
が
な
し
得
る
こ
と
と
し
て
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
様
々
な
試
み
に
加
え
て
，
学
生
達
自
身
に
自
分
達
の
抱
え
て
い
る
問
題
と
そ
の
解
決
の
可
能
性
を
語
ら
せ
る
こ
と
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
　
最
後
に
小
論
で
は
十
分
に
と
ら
え
き
れ
な
か
っ
た
項
目
を
上
げ
，
残
さ
れ
た
言
果
題
と
し
て
提
示
す
る
。
　
①
学
生
の
類
型
分
析
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
2
0
0
7
年
度
調
査
に
よ
っ
て
再
度
分
析
を
試
み
る
こ
と
，
　
②
　
学
生
の
学
習
・
教
育
の
側
面
に
関
す
る
類
型
間
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
，
　
③
そ
の
上
で
，
類
型
分
析
の
相
対
的
な
把
握
を
試
み
る
こ
と
　
　
　
以
上
で
あ
る
。
　
本
論
文
は
過
去
4
年
間
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
教
育
地
域
科
学
部
及
び
地
域
学
部
学
生
調
査
結
果
の
2
0
0
6
年
度
調
査
の
一
部
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
結
果
全
体
の
分
析
・
記
述
は
ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
〈
注
＞
i
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ベ
ン
＝
デ
ビ
ッ
ト
『
学
問
の
府
膓
サ
イ
マ
ル
出
版
会
，
1
9
8
2
年
。
特
定
の
職
業
目
的
や
専
門
教
育
を
受
け
よ
う
と
い
う
明
確
な
目
標
を
も
っ
て
大
学
に
進
学
す
る
学
生
を
「
伝
統
的
学
生
」
，
成
熟
を
求
め
，
自
己
発
見
を
求
め
て
大
学
に
や
っ
て
く
る
学
生
を
「
一
般
学
生
」
（
g
e
n
e
r
a
］
s
t
u
d
e
n
t
）
と
す
る
。
i
i
武
内
　
清
『
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
今
X
玉
川
大
学
出
版
部
，
2
0
0
3
年
。
i
i
i
新
村
洋
史
§
大
学
生
が
変
わ
る
］
新
日
本
出
版
社
，
2
0
0
6
年
。
i
v
占
部
憶
一
「
〈
ラ
ッ
プ
〉
と
〈
挙
生
服
〉
と
〈
逆
野
球
帽
〉
」
佐
藤
挙
他
編
ド
学
び
合
う
共
同
体
』
東
京
大
学
出
版
会
，
1
9
9
5
年
。
鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
　
第
4
号
　
2
0
0
8
年
1
月
3
1
本
田
由
紀
は
、
「
ガ
リ
勉
」
が
あ
る
ス
テ
イ
タ
ス
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
語
る
（
内
藤
朝
雄
『
い
じ
め
と
現
代
社
会
一
一
「
暴
力
と
憎
悪
」
か
ら
「
自
由
と
き
ず
な
」
へ
』
双
風
社
，
2
0
0
7
年
）
。
v
宮
崎
あ
ゆ
み
は
高
校
生
女
子
を
「
勉
強
グ
ル
ー
プ
」
「
オ
タ
ッ
キ
ー
グ
ル
ー
プ
」
「
～
般
グ
ル
ー
プ
」
「
ヤ
ン
キ
ー
グ
ル
ー
プ
」
の
4
類
型
で
把
握
す
る
。
宮
崎
あ
ゆ
み
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
　
研
究
者
の
枠
組
み
か
ら
生
徒
の
視
点
へ
」
『
教
育
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
イ
ー
』
第
1
1
章
v
i
斎
藤
　
環
や
三
浦
　
展
，
溝
上
慎
一
ら
が
，
「
自
分
探
し
」
を
否
定
的
に
検
討
し
て
い
る
。
v
j
i
溝
上
慎
～
『
現
代
大
学
生
論
一
一
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ブ
ル
ー
の
風
に
揺
れ
る
』
日
本
放
送
出
版
協
会
，
2
0
0
4
年
。
杉
浦
　
健
・
尾
崎
仁
美
・
溝
上
慎
一
「
大
学
は
何
を
す
る
場
所
？
（
1
）
」
『
日
本
心
理
学
会
第
6
7
回
大
会
発
表
論
文
集
』
1
9
9
8
年
。
尾
崎
仁
美
・
杉
浦
健
・
溝
上
慎
一
「
大
学
は
何
を
す
る
場
所
？
（
2
）
」
『
日
本
心
理
学
会
第
6
7
回
大
会
発
表
論
文
集
』
1
9
9
8
年
。
な
お
こ
こ
で
提
示
さ
れ
て
い
る
5
類
型
の
命
名
は
溝
上
に
よ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
〈
引
用
文
献
〉
立
花
　
隆
（
1
9
8
8
）
青
春
漂
流
　
講
談
社
文
庫
鶴
田
和
美
（
2
0
0
1
）
青
年
期
：
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
　
下
山
春
彦
・
丹
野
義
彦
（
編
）
講
座
臨
床
心
理
学
1
3
5
4
4
9
　
東
京
大
学
出
　
　
　
　
版
会
E
r
i
k
s
o
n
、
　
E
．
　
H
（
1
9
8
2
）
T
h
e
　
1
元
f
e
　
c
y
c
！
e
　
c
o
m
p
l
e
t
e
d
、
　
W
．
　
W
．
　
N
o
r
t
h
＆
C
o
m
p
a
n
y
．
溝
上
慎
一
編
（
2
0
0
1
）
大
学
生
の
自
己
と
生
き
方
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
南
　
博
文
・
山
ロ
修
司
（
1
9
9
2
）
大
学
生
活
へ
の
移
行
　
山
本
多
喜
司
・
S
・
ワ
ッ
プ
ナ
ー
（
編
）
人
生
移
行
の
発
達
心
理
学
1
7
9
－
2
0
4
　
　
　
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
